
１ 総則 

  １－３－２ 災害時における個人情報の取扱い 

２－１ 被災者支援を目的とした個人情報の利用及び提供に係る事務

の取扱いについて 

法 学 第 1 4 3 3 号  

平成 24 年３月 29 日 

本 庁 各 室 課 等 の 長  

広 域 振 興 局 の 部 等 の 長 

及 び 部 等 に 置 く 所 の 長 

広域振興局以外の出先機関の長 

法務学事課総括課長 

被災者支援を目的とした個人情報の利用及び提供に係る事務の取扱いに 

ついて（通知） 

各種災害により被災した者（以下「被災者」という。）に対する生活再建に向けた支援を

行うことを目的とした個人情報の利用及び提供については、岩手県個人情報保護審議会答申

（平成 24年３月 19日付け答申第 69号。以下「答申」という。）において、個人情報保護条

例（平成 13年条例第７号。以下「条例」という。）第５条第１項の規定による目的外の利用

又は提供の禁止の原則の適用を除外することについて適当と認められたところです。 

今般、当該利用及び提供に係る事務の取扱いを下記のとおり定めたので、貴職が保有する

個人情報の利用又は提供が必要となった場合には、その適正な運用に努められますようお願

いします。 

記 

１ 実施機関内部における利用及び他の実施機関に対する提供 

  個人情報を県の事務又は事業（被災者支援を目的とするものに限る。）の用に供する場

合、被災者の負担軽減を図るとともに、被災者の生活再建に資することができるよう、被

災者個人の権利利益を損なわない限りにおいて、必要に応じその利用及び提供を図ること。 

  なお、当該利用及び提供に当たっては、条例の定めるところにより、個人情報の適正な

取扱いを確保すること。 

２ 国、他の地方公共団体及び岩手県内に所在する社会福祉協議会に対する提供 

  上記１に準じ、必要に応じ個人情報の提供を図ること。 

  なお、提供に当たっては、条例第５条第２項の規定の趣旨を踏まえ、提供先に対し、提

供に係る個人情報について使用目的の制限その他の必要な制限を付するとともに、その適

切な取扱いのために必要な措置を講ずるよう求めること。 
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３ 法人その他の団体（１及び２に掲げる者を除く。以下「団体」という。）に対する提供 

  答申別紙２「被災者支援に係る個人情報の提供の対象となる団体の基準」の全てを満た

す場合に限り、個人情報を提供できるものであること。 

  なお、当該基準の運用の詳細等を別添運用方針のとおり定めたので、団体から個人情報

の提供を受けたい旨申出があった場合、当該運用方針に基づき審査事務その他の手続を行

うこと。 
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（別紙２） 

被災者支援に係る個人情報の提供の対象となる団体の基準 

 法人その他の団体（国、地方公共団体及び岩手県内に所在する社会福祉協議会を除く。以下「団

体」という。）が各種災害により被災した者（以下「被災者」という。）に対する支援として実施

する事業（以下「事業」という。）の用に供するため、県の実施機関が保有する個人情報を提供

することができるのは、次に掲げる条件をすべて満たす場合に限るものとする。ただし、この基

準にかかわらず、個人情報を提供することが適当でないと認められる理由があるときは、個人情

報を提供しないものとする。

（事業の公益性）

第１ 当該事業の内容が、被災者の生命、身体、財産その他の権利利益の回復、保護、保全又は

増進に資するものであり、被災者に対する生活再建に向けた支援としてふさわしいものである

と認められること。

（目的の明確性・整合性）

第２ 当該事業について、個人情報を取り扱う目的（以下「取扱目的」という。）が明らかであ

り、かつ、当該取扱目的と当該事業全体の目的とが整合していると認められること。

（提供内容の合理性等）

第３ 当該事業のため必要とする個人情報の対象者の範囲及び個人情報の項目が、取扱目的に照

らして合理的であり、必要かつ最小限のものであると認められること。

（提供の必須性）

第４ 県から個人情報の提供を受けなければ、当該事業の目的が達成し難いと認められること。 

（実施可能性）

第５ 当該事業が、当該団体の人的体制、当該事業の実施に関する計画の内容、当該事業の実施

の具体的な方法等を総合的に勘案した結果、円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであ

ること。

（責務遵守性）

第６ 当該団体が、個人情報を取り扱うものとして自らの責任で個人情報の保護に関し必要な措

置を講ずることができるものであると認められること。

２ 当該団体が、県から提供を受けた個人情報を当該取扱目的以外に使用しないことを誓約する

ものであるほか、県の実施機関が付する条件を遵守するとともに、県の実施機関が求める措置

を確実に講ずることができると認められること。

 （権利利益侵害性）

第７ 個人情報の提供によって、当該個人情報の対象者である被災者本人の権利利益を不当に害

するおそれがないと認められること。
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被災者支援に係る個人情報の提供の対象となる団体の基準の運用方針 

（平成 24年３月 29日制定） 

（前文［基準の趣旨］）

 法人その他の団体（国、地方公共団体及び社会福祉協議会を除く。以下「団体」という。）が

各種災害により被災した者（以下「被災者」という。）に対する支援として実施する事業（以下

「事業」という。）の用に供するため、県の実施機関が保有する個人情報を提供することができ

るのは、次に掲げる条件をすべて満たす場合に限るものとする。ただし、この基準にかかわら

ず、個人情報を提供することが適当でないと認められる理由があるときは、個人情報を提供し

ないものとする。

【趣旨】

この基準は、各種災害時において、被災者に対する生活再建に向けた支援を目的とした事

業を実施しようとする団体が、知事が保有する当該被災者の個人情報の提供を受けようとす

る場合に、当該団体及び当該団体が実施しようとする事業の備えるべき条件として、個人情

報保護条例（平成 13年条例第７号。以下「条例」という。）第５条第１項第７号に基づく岩

手県個人情報保護審議会答申（平成 24年３月 19日付け答申第 69号。以下「答申」という。）

において定められたものである。 

【解釈・運用】 

(１) 答申に基づく提供の対象となる被災者の個人情報は、本庁各室課等及び各出先機関

（以下「各室課等」という。）において保有する各種の個人情報であり、災害対応に係

る事務事業において取り扱うもののみならず、通常（平常時）の事務事業において取

り扱うもの（原則として、支援対象となる被災者の個人情報を容易に抽出することが

できる場合に限る。）も含むものである。

(２) 「各種災害」の範囲については、東日本大震災津波のような自然現象により生ずる災

害のみに限られるものではなく、自然現象以外の原因により生ずる災害も含まれるも

のである。

(３) 「被災者」の範囲については、東日本大震災津波においても支援の趣旨や内容に応じ

て広義・狭義が様々に使い分けられており、一律に定義し難いことから、個別の災害

の様態、被害の実情、必要とされる支援の内容等に照らし、個別に判断するものとす

る。

なお、各室課等において当該範囲の解釈について疑義が生じた場合、団体から申出

を受ける前であっても、法務学事課に協議するものとする。 

(４) 団体から個人情報の提供依頼があった場合、この基準の第１から第７までの全てを満

たす場合に限り、提供することができるものとする。

(５) 当該条件にかかわらず、団体自身の性質上、県の保有する個人情報の提供の相手方と

して不適当であると考えられる場合（下記判断基準(１)及び(２)を満たさない場合）

には、条件への適合の有無について判断するまでもなく、個人情報を提供しないもの

である。

  また、当該条件をすべて満たす場合であっても、何らかの理由により個人情報を提供

することができない場合や、個人情報を提供するべきでない事情がある場合（下記判

断基準(３)に掲げる事情を認めた場合）は、個人情報を提供しないものである。 

(６) 知事は、個人情報の提供を受けようとする団体に対し、次に掲げる書類を提出させる

ものとする。ただし、当該団体が災害時における連携・協力について県との間で協定そ

の他の取決めを締結しており、当該取決めに基づく事業を実施するために個人情報の提
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供を受けようとする場合においては、ウに掲げる書類を省略することができるものとす

る。 

ア 被災者情報提供申出書（当該団体が個人情報の提供を受けたい旨、事業計画の概要

その他必要な事項を記載した書面をいう。）（様式第１号）

イ 誓約書（当該団体が下記判断基準(１)を満たす旨及び県から提供を受けた個人情報

の目的外使用を行わない旨を誓約する書面をいう。）（様式第２号）

ウ 実績調書（当該団体が下記判断基準(２)に掲げる実績を有するものであることを具

体的に明らかにする調書をいう。）（様式第３号）

エ 個人情報取扱体制調書（当該団体内部の個人情報の取扱いに関する体制等を具体的

に明らかにする調書をいう。）（様式第４号）

(７) 各室課等は、団体から(６)に掲げる書類の提出があった場合、この基準に照らして審

査を行い、法務学事課への協議を経て、個人情報を提供し、又は提供しない旨の決定

をし、当該団体に対し、その旨を被災者情報提供決定通知書（様式第５号）又は被災

者情報非提供決定通知書（様式第６号）により通知するものとする。

(８) 各室課等は、(７)の通知を行った場合、当該通知書の写しを法務学事課に送付するも

のとする。

≪判断基準≫

  答申に基づく個人情報の提供先（この基準による審査の対象）となるべき団体は、下記(１)

及び(２)を満たすものでなければならない。 

なお、この判断基準による審査に際しては、必要に応じ、他の実施機関に照会をすること

ができるものとする。（当該照会回答における個人情報の収集及び提供については、条例第

４条第３項第７号及び第５条第１項第５号に基づくものとして取り扱うものとする。） 

(１) 団体自身の性質

団体が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該団体については、その性質上、県の

保有する個人情報の提供の相手方として適当であると考えられる。

ア 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを目的としてい

ないこと。

イ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを目的としていないこと。 
ウ 特定の公職（公職選挙法（昭和 25年法律第 100号）第３条に規定する公職をいう。

以下同じ。）の候補者（当該候補者になろうとする者を含む。）若しくは公職にある

者又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対することを目的としていないこと。

エ 各種法令に違反していないこと。

オ 団体の構成員に、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律

第 77号。以下「暴力団対策法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員又は暴

力団（同法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）若しくは暴力団員と

密接な関係を有している者が含まれていないこと。

カ 暴力団又は暴力団員が、運営に実質的に関与していないこと。

キ 団体の役員及びこれに準ずる者（以下「役員等」という。）が、自己、自団体若し

くは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団

又は暴力団員の利用等をしていないこと。

ク 役員等が、暴力団又は暴力団員に対する資金等の供給、便宜の供与等により、直接

的又は積極的に暴力団の維持若しくは運営に協力し、又は関与していないこと。

ケ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していないこと。 

コ 団体が現に行っている事業又は活動が、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関

する法律（昭和 23年法律第 122号）第２条に該当するものでないこと。

サ 団体が現に行っている事業又は活動が、インターネット異性紹介事業を利用して児

童を誘引する行為の規制等に関する法律（平成 15年法律第 83号）に定めるインタ

ーネット異性紹介事業に該当するものでないこと。

シ 行政機関からの行政指導による改善がなされていない者でないこと。
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ス 県営建設工事に係る指名停止等措置基準（平成７年２月９日付け建振第 281号制定）

に基づく指名停止を受けていないこと。

セ 一般委託契約に係る入札参加制限等措置基準（平成 23年 10月５日付け出第 116

号制定）に基づく入札参加制限を受けていないこと。

ソ 違法又は不適当な行為により営業停止その他の不利益処分を受けていないこと。

タ 民事再生法（平成 11年法律第 225号）又は会社更生法（平成 14年法律第 154号）

による再生又は更生手続中でないこと。

チ 上記に掲げる事項の全てに該当することについて、あらかじめ誓約していること。 

ツ その他個人情報の提供の相手方として適当でないと認められる理由がないこと。

(２) 団体の活動実績

団体が次に掲げる実績のいずれかを有する場合、当該団体については、その実績上、

県の保有する個人情報の提供の相手方として適当であると考えられる。

・ 被災者に対する生活再建に向けた支援の実績があること。（県内での活動に限定し

ない。他都道府県、他国における実績も考慮。）

・ 県と連携・協力して事業を行った実績（県の事務事業全般にわたるものであり、被

災者支援事業に限らない。）があること。

(３) その他の事情

各室課等の都合により個人情報を提供することができない場合や、諸般の事情を勘案

して個人情報を提供すべきでない事情があるときは、個人情報を提供しないものとす

る。 

  具体的には、次のような場合が考えられる。 

ア 事務処理上の困難があること。（例：提供を希望する個人情報が大量なため対応で

きないこと、業務多忙につき対応できないこと。）

イ 個人情報の提供以外の方法により対応が可能と考えられること。（例：支援対象人

数が少なく、その特定も容易であり、かつ、事業内容も軽易（案内の発送等）であれ

ば、団体が用意した後納郵便に県において宛名シールを貼り付けて送付すれば足りる

と考えられること。）

ウ その他の理由があること。（例：事業の内容及び個人情報の範囲が既に個人情報提

供済の事案（別の団体が行う別の事業）と重複していること。（同一地域において同

一の物資（既に充足していると考えられるもの）を配布しようとする場合等が想定さ

れる。））

 （事業の公益性）

第１ 当該事業の内容が、被災者の生命、身体、財産その他の権利利益の回復、保護、保全又

は増進に資するものであり、被災者に対する支援としてふさわしいものであると認められる

こと。

【趣旨】

県が連携・協力して実施することが適当と認める被災者支援事業か確認するとともに、当

該事業の内容について、県の保有する個人情報を提供するべき公益性（公平性）があるか確

認するものである。

【解釈・運用】

(１) 対象となる事業は、原則として、団体が実施機関（各室課等）と協働して実施するも

のに限るものとするが、その範囲については、場所や時間によって変化する被災者の需

要（支援ニーズ）に応じ、柔軟に解釈するものとする。

例えば、生命や財産の損害の回復等に係るものに限らず、被災による心理的負荷の

軽減に係るものについても、その範囲に含まれるものである。 

なお、各室課等において当該範囲の解釈について疑義が生じた場合、団体から申出

を受ける前であっても、法務学事課に協議するものとする。 
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(２) 上記趣旨にいう「県の保有する個人情報を提供するべき公益性（公平性）」とは、対

象となる事業について、被災者支援事業としての公平性が担保されているか否かを主眼

として判断することを意図するものであり、不特定多数を対象とする事業のみならず、

事業の内容によっては特定少数の被災者を対象とするもの（例えば、特定の地域の被災

遺児・孤児の支援等）についてもその公益性を認める場合があると考えられる。よって、

事業の公益性については、当該事業の規模のみならず、団体の規模、事業の内容等に即

して個別に判断する必要がある。

≪判断基準≫

対象となる事業が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該事業については、その内容上、

県の保有する個人情報の提供の対象となるべき公益性を有するものと考えられる。

ア 被災者に対する支援を主たる目的とするものであること。

イ 県事業として実施することが適当な支援事業であること。（例えば、人的、金銭的な制

約から県ではできないが、県が実施しても問題がない事業であるかなど。ただし、国・県・

市町村との役割分担、部局間の事務分掌等の観点に偏り、安易に縦割りで判断することの

ないよう努めること。）

ウ 原則として、不特定多数の被災者を対象とするものであること。ただし、前述のとおり、

事業の内容によっては特定少数の被災者を対象とするものについても公益性を認めるべ

き場合があると考えられること。

エ 原則として、当該団体等の営利等を目的とするものでないこと。

オ 公序良俗に反するものでないこと。

 （目的の明確性・整合性）

第２ 当該事業について、個人情報を取り扱う目的（以下「取扱目的」という。）が明らかであ

り、かつ、当該取扱目的と当該事業全体の目的とが整合していると認められること。

【趣旨】

個人情報の用途が明確であり、かつ、事業全体の目的（達成しようとする成果）と整合し

ているか確認するものである。

【解釈・運用】

各室課等は、団体から示された個人情報の具体的な用途が、当該団体が事業において達成

しようとしている成果と明確に合致するか否かを、団体から提出を受けた書類の他、ヒアリ

ングその他の方法により確認するものとする。

≪判断基準≫

対象となる事業が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該事業については、個人情報を

取り扱う目的の明確性・整合性が認められるものと考えられる。

ア 事業における個人情報の用途に具体性があること。

イ 事業全体の目的（達成しようとする成果）と提供する個人情報の用途とが明確に合致す

ること。（曖昧な部分や、明らかに整合しない部分がないこと。）

 （提供内容の合理性等）

第３ 当該事業のため必要とする個人情報の対象者の範囲及び個人情報の項目が、取扱目的に

照らして合理的であり、必要かつ最小限のものであると認められること。

【趣旨】

事業における個人情報の用途に照らして、提供対象となる個人情報の範囲及び項目に過不

足がないか確認するものである。
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【解釈・運用】

各室課等は、第２で確認した個人情報取扱目的に照らして、提供対象となる個人情報の範

囲及び項目に過不足がないか確認するものとする。

なお、当該確認に当たっては、個人情報の項目毎に、当該項目の提供が必要な理由を明確

に整理するものとする。

≪判断基準≫

対象となる事業が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該事業については、提供対象と

なる個人情報の範囲及び項目に過不足がないものと考えられる。

ア 事業の目的と、情報提供の対象となる個人の範囲とが整合していること。（ズレていた

り、過大になったりしていないこと。）

イ 事業の目的に照らして、提供対象となる個人情報の項目が必要最小限であること。

 （提供の必須性）

第４ 県から個人情報の提供を受けなければ、当該事業の目的が達成し難いと認められること。 

【趣旨】

事業が時宜を得たものであり、時機を失すればその効果を損ない、事業の目的が達成され

ないおそれがあるか確認するとともに、事業の実施のために県から個人情報の提供を受ける

必要性の高さ（事業実施上の必須性）を確認するものである。

【解釈・運用】

(１) 県と市町村において同一内容の個人情報を保有している場合においても、市町村が当

該市町村の個人情報保護条例の定めにより当該個人情報を提供することができない場

合には、県から個人情報の提供を受ける必要性があるものと認められる。

  また、両者とも個人情報の提供が可能な場合であっても、市町村の事務都合により、

団体から申出のあった時点において県のみが当該個人情報を提供することができる状

況にあり、かつ、速やかに事業を実施しなければ当該事業の効果が損なわれると認めら

れるときにも、同様に、県から個人情報の提供を受ける必要性があるものと認められる。 

(２) 「事業実施上の必須性」については、上記(１)のほか、事業において県の保有する個

人情報を使用しなければならない理由（例えば、団体が自ら個人情報を収集しようとす

る場合、事業の時機を失し、結果として被災者の不利益となると考えられること等）に

ついても併せて確認しなければならない。

≪判断基準≫

対象となる事業が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該事業については、個人情報の

提供の必須性が認められるものと考えられる。

ア 事業の内容が、その時点の被災者の支援ニーズに即したもの又は事業実施予定時期（将

来）における被災者の支援ニーズを捉えたものであると考えられること。

イ 県からの提供以外の方法により個人情報を収集しようとした場合、当該事業を本来実施

すべき時期に実施することができず、事業の効果が著しく低減すると考えられること。

ウ 当該団体が自ら個人情報を収集しようとした場合、多大な経費と労力を要したり、事業

実施の時機を失したりするなど、事業の円滑かつ効果的な実施が困難となるおそれがある

こと。

エ 必要とする個人情報の対象者の範囲及び個人情報の項目に照らして、県以外の者から個

人情報の提供を受けることが困難であると考えられること。

 （実施可能性）

第５ 当該事業が、当該団体の人的体制、当該事業の実施に関する計画の内容、当該事業の実
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施の具体的な方法等を総合的に勘案した結果、円滑かつ確実に実施されると見込まれるもの

であること。

【趣旨】 

事業について、その規模が適正であり計画どおり実施される可能性の高いものであるか確

認するものである。 

【解釈・運用】

各室課等は、団体から示された事業計画等について、当該事業が円滑かつ確実に実施され

ると見込まれるものであるか否かを、団体から提出を受けた書類の他、ヒアリングその他の

方法により確認するものとする。

≪判断基準≫

対象となる事業が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該事業については、計画どおり

実施される可能性が高いものと考えられる。

ア 事業の規模が、当該団体の規模に照らして過大なものとなっていないこと。

イ 事業の実施に関する計画（実施細目、人員、スケジュール、資金、協力団体等）の内容

が具体的であり、事業の目的（達成しようとする成果）と整合していること。

ウ 事業の内容が、被災者や他の個人、団体等と紛争を生じるおそれのあるものでないこと。 
エ 事業が計画どおり実施されると見込まれること。

 （責務遵守性）

第６ 当該団体が、個人情報を取り扱う者として自らの責任で個人情報の保護に関し必要な措

置を講ずることができるものであると認められること。

２ 当該団体が、県から提供を受けた個人情報を当該取扱目的以外に使用しないことを誓約す

るものであるほか、県の実施機関が付する条件を遵守するとともに、県の実施機関が求める

措置を確実に講ずることができると認められること。

【趣旨】

団体について、個人情報を取り扱う者としての責務を遵守することができると認められる

か確認するものである。

【解釈・運用】

(１) 団体の個人情報取扱体制及び個人情報保護能力については、団体から提出を受けた個

人情報取扱体制調書（様式第４号）その他の書類の他、ヒアリングその他の方法により

確認するものとする。

(２) 県から提供を受けた個人情報の目的外使用をしないこと、県が提供にあたり付す制限

や求める措置を遵守する旨の誓約は、誓約書（様式第２号）により行わせるものである。

(３) 各室課等は、条例第５条第２項の規定により、個人情報の提供を受ける団体に対し、

当該個人情報について使用目的及び使用方法の制限その他の必要な制限を付すととも

に、その適切な取扱いのために必要な措置を講ずることを求めなければならない。

各室課等が団体に対して付すべき制限及び求めるべき措置は、おおむね次のとおりで

ある。 

ア 使用目的の制限（団体が申し出た取扱目的以外の目的に個人情報を使用しないこ

と。）

イ 使用方法の制限（団体が申し出た使用方法以外の方法で個人情報を使用しないこ

と。）

ウ 使用期間の制限（団体が申し出た事業期間の経過後においては個人情報を使用しな

いこと。

エ 個人情報を取り扱う者の制限（個人情報を使用することができる者の範囲は、団体
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が申し出た範囲に限ること。） 

オ 使用後の取扱いの指示（個人情報の使用が終了した後、当該個人情報の記録された

媒体について、各室課等の定めるところにより、廃棄、返却等の対応を取ること。） 

カ 再提供の禁止（別の団体に対する個人情報の提供を禁ずること。ただし、事業計画

上、当該団体と関係を有する団体に対する個人情報の提供が予定されている場合には、

必要最小限の再提供を認める場合があること。）

キ 複製の制限（個人情報の複製（印刷等）は、事業内容に照らして必要最小限に留め

ること。）

ク 本人への周知（県から個人情報の提供を受けて事業を実施するものであること、個

人情報の使用の停止を申し出ることができることについて、本人に周知すること。）

ケ 個人情報の漏えい、滅失及びき損の防止（個人情報が漏えい、滅失及びき損するこ

とのないよう、必要な措置を取ること。）

コ 団体の個人情報取扱規程に沿った個人情報の取扱いの確保（団体内部における個人

情報の取扱いに関する明文の取決めに沿って、個人情報を取り扱うこと。）

サ 個人情報を取り扱う者に対する研修の実施（団体内部において、個人情報を取り扱

う業務に従事する者に対し、必要な研修を行うこと。）

シ 調査・報告の実施（県は、必要に応じ、団体における個人情報の取扱いについて調

査し、又は報告をさせることができること。）

ス 指示の実施（県は、必要に応じ、団体における個人情報の取扱いの適正を確保する

ため、団体に対し、必要な指示を行うことができること。）

セ その他必要な措置の実施（キ～スに掲げる措置のほか、個人情報の適切な管理のた

めに必要な措置を団体自ら講ずること。）

(４) 各室課等は、個人情報の提供に際し、(３)の措置要求を、被災者情報提供条件通知書

（様式第７号）を当該団体に対して交付することにより行うものとする。

  なお、当該通知書の内容については、あらかじめ法務学事課の確認を経るものとする。 

(５) 各室課等は、個人情報の提供の後遅滞なく、団体から、被災者情報受領書（様式第８

号）を提出させるものとする。

(６) 各室課等は、被災者情報提供条件通知書（様式第７号）及び被災者情報受領書（様式

第８号）の写しを、法務学事課へ送付するものとする。

≪判断基準≫

団体が次に掲げる条件の全てを満たす場合、当該団体の責務遵守性が認められる。

ア 個人情報取扱事業者に該当する場合は、個人情報保護法の規定による義務（努力義務を

含む。）を履行し得る体制を整えていること。（個人情報取扱事業者に該当しない場合にあ

っても、これに準じた体制を整えていること。）

イ 個人情報の取扱いに関して、団体内部において明文の取決めがあり、かつ、個人情報の

取扱いに関する責任者を定めていること。

ウ 県から提供を受けた個人情報の取扱いに関して目的外に利用しないことや、県の実施機

関が付す制限を遵守することについて、あらかじめ誓約していること。

エ 県から提供を受けた個人情報の取扱いに関して県の実施機関が求める措置を講ずるこ

とについて、あらかじめ誓約しており、かつ、団体の個人情報取扱体制等に照らして、当

該措置を確実に講ずることができると見込まれること。

 （権利利益侵害性）

第７ 個人情報の提供によって、当該個人情報の対象者である被災者本人の権利利益を不当に

害するおそれがないと認められること。

【趣旨】

個人情報の提供により生じるおそれのある権利利益の侵害と事業によって実現される公
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益を比較衡量し、権利利益を不当に侵害するおそれがない（侵害があったとしても受忍範囲

内に留まる）ことを確認するものである。

【解釈・運用】

(１) 事業によって実現される公益については、当該事業の対象となる被災者全体が受ける

便益として捉えるべきものであるが、個人情報の提供により生じる個人の権利利益の侵

害については、原則として個々の被災者の受忍範囲に即して捉えるべきものであり、

個々の被災者の権利利益の侵害の総和として捉えるものではない。よって、両者は、定

量的な比較になじまないものであり、個別具体の事例に即し、当該時点の状況等に照ら

して、適時適切に判断する必要がある。

  なお、当該受忍範囲については、個別の事業において必要とされる個人情報の項目に

照らして判断されるものであり、個人情報の項目数の多寡や当該項目の内容の重要度に

応じて変化するものと考えられる。 

(２) 事業の内容が極めて軽易な場合、当該事業によって実現される公益も極めて小さいも

のに留まるものと考えられ、そのような場合には、個人情報の提供による権利利益の侵

害が当該個人の受忍範囲を超える可能性が高いものと考えられる。

≪判断基準≫

個人情報の提供によって生じる本人の権利利益の侵害（個々の被災者に対し与える心理的

影響等）が、事業の実施によって実現される公益（事業の受益者である被災者全体に対する

有形無形の効果）と比較して小さいものであると考えられる場合、当該事業については、本

人の権利利益を不当に侵害するおそれがないものと考えられる。

その他［雑則］ 

(１) 個人情報の提供に関する被災者への周知

答申に基づく個人情報の提供の対象となった事業について、その円滑な実施を図るとと

もに、当該個人情報に係る本人（被災者）が自己の情報の取扱いについて知り得る状態に

置くため、提供先となった団体の名称、事業の内容、提供した個人情報の内容（個人の類

型及び情報の項目）について、次のとおり周知するものとする。 

ア 実施機関による周知

各室課等は、個人情報を提供する場合、その事前又は事後において、当該提供事案の

概要について、必要に応じ、当該個人情報に係る本人に対し、通知その他の適切な方法

により周知するよう努めるものとする。この際、自己の情報を提供又は使用しないよう

県又は団体に申し出ることができる旨を併せて周知するものとする。 

  また、法務学事課は、個人情報の提供が行われた場合、当該提供事案の概要について、

ホームページ等により、当該提供の翌月に一括で公表するものとする。

イ 団体による告知

個人情報の提供を受けた団体は、当該個人情報を使用した事業における支援対象であ

る被災者に接触する際、次に掲げる事項について書面又は口頭により告知するものとす

る。 

(ア) 当該事業が、条例の規定に基づき、県から個人情報を受けて行われるものである

こと。

(イ) 県による団体への個人情報の提供を希望しない場合、その旨申し出ることができ

ること。なお、当該申出は、県又は団体のいずれに対しても行うことができるも

のであること。（団体に対して申出があった場合、当該団体を通じて県に伝達する

こと。）

(２) 個人情報の提供を希望しない旨の申出があった場合の対応
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    各室課等は、被災者から個人情報の提供を希望しない旨の申出があった場合、本人の意

思に基づき、原則として、当該申出の以後において、当該被災者の個人情報を団体に提

供しないものとする。 

    また、既に個人情報を提供している場合においては、当該提供を受けた団体に対し、当

該個人情報を使用しないよう指示するとともに、必要に応じ、返却、廃棄等の対応を取

らせるものとする。 

 

 (３) 事業実績の報告 

    各室課等は、団体が事業の実施を完了した場合、被災者支援事業実施報告書（様式第９

号）を提出させるとともに、当該報告書の写しを法務学事課に送付するものとする。 

    法務学事課においては、事業実績の概要を、ホームページ等により公表するものとする。 

 

 (４) その他 

    各室課等は、この運用方針により難い事案が発生した場合、速やかに法務学事課へ協議

するものとする。 

 

（※様式については、添付を省略する。） 
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1　総則
1-5　県土の概況

1-5-1　耕地森林別面積調

ha

1-5-2　本県極値気象表

値 値 値 値 年月日 観測所
38.8 平 6. 8.14 釜石
39.5 昭21. 8.16 一関

-27.6 昭63. 2.17 薮川
-35.0 昭20. 1.26 薮川

％ 7 8 7

m/s
WNW

22．2
WSW

31.4
SE

  21.8

m/s
SW

38.6
SSE

43.5
SSE

44.2

mm 24.0 24.5 30.5

95.5 平27.6.16 紫波

81.0 昭36. 9.10 大平
333.0 昭63. 8.29 岳山
334.0 昭23. 9.16 世田米

279 平25. 2.25 湯田

368 昭49. 1.27 湯田

※上段はアメダス観測開始からの値、下段は参考値（気象通報所等の観測値）
（アメダス観測開始：昭和51年～）

〃

備 考

令和５年耕地面積調査（農水省HPより）

〃

〃

〃

観測開始　盛岡　大正12年～　宮古　明治16年～　大船渡　昭和38年～

区 分 面　積

耕

地

田 92,700

畑

普　通　畑 24,600

樹　園　地 3,280

牧　草　地 26,600

いわての森林・林業概要（R5版）

年月日

小　　計 147,180

宮 古 大　船　渡 県 内※

森
林

国　　有　　林 392,646

民　　有　　林 782,405

平29. 8.5

小　　計 1,175,051

地名
要素

盛 岡
年月日

-17.3 明41. 1.23

年月日

最高気温 ℃ 37.2 大13. 7.12 37.3 昭 8. 7.23 37.0

-11.6 昭55. 2.17

最小湿度 平20. 4.22 平13. 3.23 昭44. 4.29

最低気温 ℃ -20.6 昭20. 1.26

最大風速・
風向

昭26. 4.10 大元. 9.23 平14.10. 2

最大瞬間
風速・風向

平16.11.27 平14.10. 2 平14.10. 2

最大10分間
降水量

令4. 7. 5 平28.8.30 平 7. 8.16

最大1時間
降水量

mm 62.7 昭13. 8.15 84.5 令元.10.13 58.0 令元.8.8

最大日降水
量

mm 198.0 平19. 9.17 319.0 平12. 7. 8 200.0 昭52. 5.16

32 昭59. 2.28最深積雪 cm 81 昭13. 2.19 101 昭19. 3.12
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,
2
3
2

2
3

3
9
0

6
9
7

1
2
5

1
2
8

2
6

1
4
4

7
3
3

4
,
0
9
7
.
8

1
,
0
5
7
,
1
4
6

〃
9
.
1
0
暴

風
雨

台
風

2
3
号

の
来

襲
（

主
と

し
て

風
の

被
害

）
1

1
8

4
3

8
1
2
,
9
8
9

9
4
8

5
2
9
,
0
0
0

4
1
.
6
.
2
8
暴

風
雨

台
風

4
号

の
来

襲
3
,
0
7
7

1
4
,
0
8
3

2
4

9
2

5
3
0

2
,
5
2
2

2
5
6

2
6

2
9
7

1
1
6
0
,
6
6
7

5
2
,
7
1
6
,
3
4
6

〃
9
.
2
5
暴

風
雨

台
風

2
6
号

の
来

襲
（

主
と

し
て

県
南

地
方

）
1
,
8
7
8

8
,
0
2
9

6
5

2
7
8

1
,
5
7
5

1
1
5

1
2

6
4

1
2

8
,
3
7
9

3
8
1
7
,
3
9
5

〃
1
0
.
1
3
豪

雨
沿

岸
北

部
を

中
心

と
し

た
集

中
豪

雨
2
,
7
4
2

1
2
,
3
8
0

1
2

3
4
4

8
6

1
4

8
3
2

1
,
4
3
9

1
5
1

2
7

4
1

4
6
9
,
5
8
4

1
1
0

1
,
6
3
4
,
9
4
4

7
～

1
0
冷

害
夏

か
ら

秋
に

か
け

て
の

異
常

気
象

2
,
9
0
8
,
3
5
1

4
2
.
4
.
1
9

～
2
0
水

害
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
1
7
2

7
0
9

1
9

1
5
6

9
6

1
2

6
1

5
2
2
8
,
7
9
5

〃
6
.
5
雷

雨
降

雹

内
陸

中
部

（
北

上
市

口
内

中
心

）
の

雷
雨

降
雹

1
2
6

5
5
6

1
1

2
5

9
9

2
3

1
3

2
8

1
4
0

1
,
0
5
7
,
0
6
1

〃
9
.
2
1

～
2
2
豪

雨
沿

岸
北

部
の

秋
雨

前
線

に
よ

る
集

中
豪

雨
2
,
4
9
2

1
0
,
3
6
0

1
1

1
2

8
8
8
2

1
,
3
9
7

1
7
9

2
4
6

3
7

1
2
8

4
1

7
0
4

1
4
0
,
8
6
6

1
,
9
1
3
,
6
6
9

〃
1
0
.
2
8
暴

風
雨

台
風

3
4
号

主
と

し
て

沿
岸

9
5
8

1
2

6
1

1
0
6
,
4
9
0

1
2
4
,
8
8
6

4
3
.
5
.
1
6
地

震
津

波
1
9
6
8
年

十
勝

沖
地

震
5
6
9

2
,
6
5
5

2
4

1
1

4
5

2
9
6

9
3

1
2
4

1
1
8

8
6

3
4

9
2

1
6
3

1
9
2

7
8
7
,
5
5
9

1
,
0
3
6

2
,
2
0
5
,
4
7
5

〃
6
.
2
1

～
2
2
雷

雨
降

雹
県

北
，

県
南

部
の

豪
雨

降
雹

2
1

2
2

1
1
3
,
0
0
0

〃
6
.
2
9
降

雹
県

中
部

の
降

雹
1
2
1
,
3
6
8

〃
8
.
1
1

～
1
2
水

害
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
1
,
1
0
3

4
,
9
3
6

1
5
6

1
,
0
2
4

3
0
2

1
5
5

3
2

6
4

1
2
6
.
0

1
,
9
0
3

5
3
1
,
2
9
4

〃
8
.
2
0

～
2
1
水

害
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
2
4

1
1
3

1
2
3

9
4

3
4
0

0
.
7

3
,
4
9
2

2
5
2
,
9
0
1

〃
8
.
2
9

～
3
0
風

水
害

台
風

1
0
号

に
よ

る
風

水
害

9
7

3
6
4

1
2

9
3

5
6
3

1
1
2

0
.
1

7
,
6
4
5

1
8
8
,
1
1
6

4
4
.
3
.
1
2

～
1
3
波

浪
低

気
圧

に
よ

る
波

浪
1

1
1
9

3
8
1
,
7
2
6

1
6
7

5
1
1
,
1
2
4

9
4
0

3
2
3
.
1

1
4
8
.
0

9
6
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世
帯

数
人

員
死

者
行

方
不

明
傷

者
全

焼
壊

流
失

半
焼

壊
一

部
破

損
床

上
浸

水
床

下
浸

水
非

住
家

道
路

橋
梁

堤
防

港
湾

そ
の

他
流

埋
冠

水

世
帯

名
名

名
名

戸
戸

戸
戸

戸
戸

棟
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
h
a

田
作

畑
h
a

田
皆

無
千

円
隻

千
円

発
生

年
月

日
災

害
名

災
害

内
容

農
作

物
被

害
人

的
被

害
建

物
被

害
土

木
被

害
り

災
被

害
額

合
計

水
産

物
被

害
船

舶
被

害

S
4
4
.
5
.
6
林

野
火

災
異

常
乾

燥
に

よ
る

林
野

火
災

2
9

1
5
3

4
9

1
,
0
4
7
,
9
9
4

〃
5
.
1
2

～
1
3
山

林
火

災
異

常
乾

燥
に

よ
る

山
林

火
災

2
1
3

1
2

1
2
,
6
5
0

〃
7
.
2
8
～

3
1

8
.
5
大

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

及
び

台
風

7
号

に
よ

る
大

雨
4
7
2

2
8

5
2
5

3
7

1
5
9

1
6

1
1
9

2
6

5
.
0

2
,
2
1
9
.
1

1
,
0
9
5
,
0
7
6

〃
8
.
2
3
風

雨
波

浪
台

風
9
号

に
よ

る
風

雨
波

浪
2
2
0

8
2
4

1
4

1
8

1
9
6

5
2

2
6

7
,
5
2
0

2
8

2
7
2
,
0
8
6

〃
9
.
1
8
豪

雨
集

中
豪

雨
1
,
2
7
2

5
,
0
6
7

3
1
2

2
3
1

1
,
0
2
6

1
1
4

4
3

4
3
2

3
.
0

1
0
4
.
1
5

1
1
5
,
2
4
5

4
5
.
1
.
3
1

～
2
.
1
水

害
低

気
圧

に
よ

る
豪

雨
波

浪
4
2

1
9
5

4
3

9
2
7

1
5
4

1
4
4

2
2
7

3
8

5
1
5

1
5
1

2
.
0

1
,
5
9
0
,
5
7
8

2
7
7

2
,
5
5
5
,
7
6
3

〃
8
.
1

～
2
水

害
岩

手
県

内
陸

北
部

の
集

中
豪

雨
1
1

3
1
2

4
3
.
0

1
5
1
,
9
9
6

〃
1
0
.
1
6
地

震
秋

田
県

南
東

部
の

地
震

4
1
6

1
2

2
2
3
0

3
7

2
3

2
6
.
0

3
6
2
,
3
2
7

4
6
.
1
.
1
6

～
1
9
波

浪
大

雪
低

気
圧

に
よ

る
高

波
，

大
雪

1
4

2
1
,
0
3
7
,
4
4
9

5
5

1
,
1
7
9
,
3
7
6

〃
5
.
1
2
林

野
火

災
異

常
乾

燥
に

よ
る

林
野

火
災

1
3
6
,
9
1
5

〃
7
.
3
0
飛

行
機

事
故

全
日

空
機

空
中

接
触

事
故

1
6
2

1
1

1
,
1
1
0

〃
9
.
1
1

～
1
3
大

雨
波

浪
前

線
と

台
風

2
6
号

に
よ

る
大

雨
波

浪
5
9

3
4
5

2
9
4
,
6
3
4

8
4
6
3
,
8
7
4

4
7
.
1
.
1
2

～
1
3

1
5
～

1
6

波
浪

大
雨

大
雪

南
海

低
気

圧
に

よ
る

高
波

大
雨

，
大

雪
3

7
1

5
3
2

8
1

4
9

0
.
0
2

1
,
7
4
0
,
4
3
5

6
3

7
,
4
2
0
,
4
3
4

〃
7
.
7

～
9
水

害
梅

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

7
3
6

7
4
5

5
3

7
5
4

1
3
.
6
1

2
,
2
7
5

1
,
0
0
3
,
2
4
3

〃
8
.
2

～
4
水

害
大

雨
2
8

1
0
0

4
1
9

3
9
4

1
8

3
2
3

1
2
1
4
,
4
4
8

〃
9
.
1
2
豪

雨
降

ひ
ょ

う
集

中
豪

雨
と

降
雹

3
4

1
1
5

3
4

3
5
2

4
3
0
1
,
8
7
4

〃
9
.
1
5

～
1
7
大

雨
波

浪
台

風
2
0
号

に
よ

る
大

雨
，

波
浪

2
0
5

7
5
6

3
3

3
1
7
0

8
9
0

1
8
7

2
7

1
3
3

1
3

3
6
8
.
9
3
(
倒

伏
)

3
4
,
0
2
6

9
0
,
6
9
6

1
7

2
,
2
5
6
,
5
7
3

〃
1
1
.
2
1
水

害
大

雨
3
9

1
4
2

1
1

3
4

9
7
8

8
2
1
,
6
8
4

4
8
.
6
月

～
8
月

干
害

長
期

干
ば

つ
6
,
9
6
3
,
8
6
7

S
4
9
.
1
月

下
旬  
 
 
～

2
月

上

大
雪

波
浪

南
海

低
気

圧
に

よ
る

大
雪

，
高

波
1

2
1

1
4

2
7

4
5
2
,
3
9
8

6
4

1
,
7
4
2
,
2
8
8

5
0
.
3
.
2
1
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
太

平
洋

側
の

大
雨

2
2
4

8
3
7

2
1

4
1
0

2
1
4

1
,
1
6
0

6
9

3
1
7

2
8

3
1
7

1
2

1
1
1
0

1
1
,
1
0
6
,
0
2
4

8
5
,
6
9
6
,
4
0
4

〃
1
1
.
1
2

～
1
3
高

波
低

気
圧

（
台

風
1
9

号
）

に
よ

る
大

雨
2

4
5
9

2
1
,
2
3
1
,
3
9
2

1
2
7

1
,
9
3
2
,
7
8
0

5
1
.
1
.
2

～
8
林

野
火

災
異

常
乾

燥
に

よ
る

林
野

火
災

7
3
6

6
2

5
1
,
4
5
3
,
5
0
5

〃
9
.
8

～
1
4
大

雨
台

風
1
7
号

と
前

線
に

よ
る

大
雨

1
4

2
1

1
6

3
3
7

4
5
0

2
9
.
8

1
,
3
4
9
,
3
8
3

〃
1
0
.
2
0

～
2
1
大

雨
強

風
日

本
海

低
気

圧
に

よ
る

大
雨

と
強

風
2
4

8
3

1
3

1
2
0

6
9
3

6
9

5
2

2
2
3

1
.
0

1
,
2
8
0
,
1
6
6

〃
夏

季
冷

害
異

常
低

温
に

よ
る

冷
害

4
1
,
5
1
8
,
9
5
9

5
2
.
5
.
1
5

～
1
7
大

雨
低

気
圧

の
北

東
進

に
伴

う
太

平
洋

側
の

大
雨

2
2
4

8
6
9

4
8

6
2
0

1
2

1
8
6

1
,
4
8
1

3
6
3

4
8
8

2
8

4
8
7

2
6
6

1
6
,
7
8
5
,
6
2
3

5
3
.
2
.
2
0
地

震
宮

城
県

沖
地

震
4

4
,
4
2
4

1
5

4
1
.
6

9
8
9
,
1
8
1
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世
帯

数
人

員
死

者
行

方
不

明
傷

者
全

焼
壊

流
失

半
焼

壊
一

部
破

損
床

上
浸

水
床

下
浸

水
非

住
家

道
路

橋
梁

堤
防

港
湾

そ
の

他
流

埋
冠

水

世
帯

名
名

名
名

戸
戸

戸
戸

戸
戸

棟
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
h
a

田
作

畑
h
a

田
皆

無
千

円
隻

千
円

発
生

年
月

日
災

害
名

災
害

内
容

農
作

物
被

害
人

的
被

害
建

物
被

害
土

木
被

害
り

災
被

害
額

合
計

水
産

物
被

害
船

舶
被

害

〃
6
.
1
2
地

震
1
9
7
8
年

宮
城

県
沖

地
震

7
3
1

1
1

7
6
2
1

2
9
7

1
4
4

1
6

3
2

3
2
1
0
.
0

3
0
,
5
0
8

4
,
5
4
3
,
6
6
9

〃
6
月

～
9
月

干
ば

つ
6
月

か
ら

9
月

に
か

け
て

の
干

ば
つ

2
,
6
9
6
,
5
0
0

5
4
.
3
.
3
1

～
4
.
1
強

風
波

浪
低

気
圧

に
よ

る
強

風
と

波
浪

3
7
6

1
,
4
8
7

2
4
2

7
2

3
0
4

1
,
4
8
5

1
,
9
2
7

2
3
9
,
7
9
2

2
4
1

2
,
9
4
6
,
0
2
5

〃
8
.
4

～
7
大

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

2
4
8

8
9
0

3
2

2
2
1

7
3
5

3
2
9

3
6
5

5
4
4
6

3
5
.
5

1
1
,
1
3
8
,
5
7
7

〃
1
0
.
1
9

～
2
0

大
雨

強
風

波
浪

台
風

2
0
号

に
よ

る
大

雨
と

強
風

波
浪

5
6
0

1
,
9
1
9

1
7

3
4

2
4

5
2
7

1
,
9
3
7

3
5
7

6
3
2

2
5

5
7
2

3
7
6
.
6

3
8
7
,
1
9
4

5
8

1
0
,
0
1
8
,
7
7
4

5
5
.
8
.
2
6

～
3
1
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
9

2
9

1
1

1
8

2
0
4

9
1
4
1

7
9
7

1
.
4
9

3
,
2
0
9
,
5
4
7

〃
1
2
.
2
3

～
2
4
暴

風
雨

雪
低

気
圧

に
よ

る
暴

風
雨

雪
8

4
1

2
3

4
5
6

1
3

1
0
4

1
7

1
0

1
2
,
3
6
3
,
4
1
7

6
6
7

1
4
,
2
0
7
,
6
3
6

S
5
5
冷

害
異

常
低

温
に

よ
る

冷
害

6
8
,
1
8
0
,
0
0
0

S
5
6
豪

雪
1

2
1

2
1

1
1

1
4

2
9
,
3
6
4

S
5
6
.
4
.
1
9

～
2
1
大

雨
強

風
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
と

強
風

2
1

1
4

9
6
5

1
9
2

2
.
6

2
,
2
9
0
,
5
3
1

S
5
6
.
8
.
2
3
暴

風
雨

台
風

1
5
号

に
よ

る
暴

風
雨

1
,
1
1
9

4
,
2
1
0

4
4
6

1
7

8
1

1
,
1
6
5

9
4
5

1
,
4
3
1

2
,
7
4
9

1
,
6
8
3

7
8

1
,
5
6
2

1
2

5
,
4
8
1

3
1
5
,
8
5
4

9
7

9
3
,
9
2
9
,
6
3
9

5
6
.
9
.
2
5

～
2
7
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
3
1
9

1
,
0
6
4

3
4

4
5

1
1

2
6
5

1
,
0
1
9

1
6
3

3
7
1

6
1
7
1

8
2
.
9

4
,
1
9
4

1
4
,
6
5
4
,
4
9
6

5
7
.
4
.
1
5

～
1
6
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
1
9
2

6
7
5

1
4

7
1
7
3

2
5

2
7
4

3
2
7
4

2
2
1

2
4
,
0
6
2

1
3
,
5
6
4
,
5
5
1

5
7
.
5
.
2
0

～
2
1
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
2
,
6
9
9

8
,
4
7
2

2
2

4
6
8
3

1
,
8
1
2

1
,
0
3
0

1
8
5

8
2
8
6

1
8
8

2
,
1
2
0

6
7
,
3
8
5
,
7
1
6

5
7
.
8
.
3
0

～
3
1
大

雨
台

風
1
3
号

と
雷

雲
に

よ
る

大
雨

2
,
1
0
1

7
,
5
6
7

2
3
2
1

1
,
6
6
9

8
7
9

3
6
0

2
5

2
6
9

1
9

2
7
7

1
7
,
8
7
3

6
,
9
7
0
,
9
9
8

5
7
.
9
.
1
0

～
1
3
大

雨
暴

風

台
風

1
8
号

と
前

線
に

よ
る

大
雨

と
暴

風
8
1
9

2
,
8
3
0

2
2
5
4

5
0
9

1
2
8

2
5
3

1
3

2
3
3

2
1
9
,
5
1
8

4
,
2
3
8
,
8
7
0

5
7

冷
害

異
常

低
温

に
よ

る
冷

害
1
4
,
5
2
5
,
0
5
0

5
8
.
4
.
2
7
林

野
火

災
強

風

異
常

乾
燥

下
に

お
け

る
林

野
火

災
，

強
風

7
1

2
4
3

1
2
6

4
7

8
2
2
3

2
3
3

1
5
,
3
5
0

1
2
1

5
,
0
6
8
,
8
3
1

5
9
豪

雪
大

雪
4

1
6

5
2
2

4
1
7
7

2
1
2

7
0

1
.
2
5

1
,
3
5
8
,
5
1
5

5
9
.
2
.
1

～
2
9
低

温
低

温
に

よ
る

道
路

の
凍

上
災

害
1
,
5
6
9

7
,
7
5
5
,
6
0
0

5
9
.
4
.
1
9

～
2
1

大
雨

・
風

・
雪

浪

低
気

圧
に

よ
る

大
雨

，
雪

，
風

浪
7

3
7

6
2
7

1
3
4

5
9

3
5
4

1
1

6
5
1

4
4
.
0
3

1
2
7
,
6
5
0

8
7
,
3
4
7
,
1
4
4

6
0
.
1
.
1

～
1
.
3
1
低

温
低

温
に

よ
る

道
路

の
凍

上
災

害
1
,
3
1
9

8
,
3
0
7
,
6
2
9

6
0
.
6
.
3
0

～
7
.
1
大

雨
強

風
台

風
に

よ
る

大
雨

強
風

災
害

1
3

1
1

1
6

6
1
1
9

1
3

2
2
9

3
1
.
0
2

5
,
9
5
4

3
,
1
0
2
,
5
8
9

6
1
.
2
.
1

～
2
.
2
8
低

温
低

温
に

よ
る

道
路

の
凍

上
災

害
1
,
9
3
0

1
1
,
2
8
4
,
4
9
6

6
1
.
8
.
5

～
8
.
6
大

雨
台

風
1
0
号

及
び

そ
の

後
の

低
気

圧
に

よ
る

大
雨

災
害

5
5

1
8
5

1
2

1
1
0

5
4

7
4
6

7
5
9

4
4

1
,
1
2
2

7
3
,
2
7
2

1
9
,
0
9
5
,
7
5
7

6
2
.
1
.
9
地

震
岩

手
県

中
部

沿
岸

地
震

8
1
7

6
4

1
,
0
1
3
,
1
1
7

6
2
.
8
.
1
6

～
8
.
1
9
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
2
0
6

2
6
1

2
4

3
9
3

6
5
1
6

2
3
,
6
7
0
.
5

1
0
,
5
2
2
,
9
7
1
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世
帯

数
人

員
死

者
行

方
不

明
傷

者
全

焼
壊

流
失

半
焼

壊
一

部
破

損
床

上
浸

水
床

下
浸

水
非

住
家

道
路

橋
梁

堤
防

港
湾

そ
の

他
流

埋
冠

水

世
帯

名
名

名
名

戸
戸

戸
戸

戸
戸

棟
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
h
a

田
作

畑
h
a

田
皆

無
千

円
隻

千
円

発
生

年
月

日
災

害
名

災
害

内
容

農
作

物
被

害
人

的
被

害
建

物
被

害
土

木
被

害
り

災
被

害
額

合
計

水
産

物
被

害
船

舶
被

害

6
2
.
9
.
1
6

～
9
.
1
7
大

雨
台

風
1
3
号

に
よ

る
大

雨
波

浪
災

害
1

3
0

3
1

1
2

3
2

8
.
8

5
5
,
0
2
0

1
,
6
8
7
,
3
4
3

6
3
.
3
.
2
2

～
3
.
2
5
融

雪
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
融

雪
災

害
6
8

1
6
5

6
1
,
9
4
8
,
3
0
0

6
3
.
8
.
2
8

～
8
.
3
1
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
9
7
1

3
,
7
6
2

1
4

1
1
8

8
4
9

2
8
3

7
2
0

4
9

7
5
7

1
2

3
,
9
4
2
.
8

7
,
7
1
5

3
7
,
6
7
3
,
0
0
3

6
3

冷
害

異
常

低
温

・
日

照
不

足
に

よ
る

冷
害

3
0
,
1
2
7
,
8
2
5

H
元

.
2
.
2
8

～
3
.
1
融

雪
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
融

雪
災

害
1
9

2
7
5

3
1
,
0
5
8
,
0
0
0

元
.
4
.
1
1

～
4
.
1
2
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
1

6
1

1
4
2

6
4

1
,
0
7
2
,
1
5
0

元
.
8
.
2
7

～
8
.
2
8
大

雨
台

風
1
7
号

に
よ

る
大

雨
波

浪
災

害
1

3
1

1
2

7
3

3
1
3
0

5
0
.
8

2
0
.
5

8
0
0

3
,
2
8
7
,
1
5
6

元
.
9
.
5

～
9
.
8
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
3

8
0

1
2
0
9

2
0
4
.
3

3
,
4
0
1
,
0
1
3

元
.
1
1
.
2
地

震
三

陸
沖

地
震

災
害

1
1
4

3
1

9
1
1
,
0
4
6

2
.
9
.
1
9

～
9
.
2
0
大

雨
台

風
1
9
号

に
よ

る
大

雨
災

害
4
2

1
4
5

1
4

4
3

3
0
0

7
2

4
1
8

2
8

1
,
0
6
3

5
1
3
,
0
9
5

2
0
,
3
7
3
,
2
2
1

2
.
1
1
.
4

～
1
1
.
5
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
2
3
9

8
8
6

1
1

1
2

4
1
1

2
4
8

9
5
7

3
0
9

8
7
7

3
3

1
,
0
5
9

5
1
8
7
,
1
1
6

2
1
,
3
4
0
,
9
4
2

3
.
2
.
1
5

～
2
.
1
7

暴
風

雨
雪

波
浪

低
気

圧
に

よ
る

暴
風

雨
雪

・
波

浪
災

害
1

3
1

2
4

2
2
4

3
1
9

3
3
,
5
8
6
,
7
0
1

1
3
,
5
9
2
,
8
2
2

3
.
8
.
3
0

～
8
.
3
1
大

雨
台

風
1
4
号

に
よ

る
大

雨
災

害
5
4

1
7
0

2
3

5
4

1
3
0

1
6

3
0
5

1
3

6
9
6

6
4
4
,
1
6
0

1
5
,
0
1
3
,
8
7
9

3
.
7
月

中
旬

～
８

月
中

旬
冷

害
異

常
低

温
・

日
照

不
足

に
よ

る
冷

害
2
5
,
7
6
1
,
8
8
3

5
.
7
.
2
8

～
7
.
2
9
大

雨
洪

水
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
・

洪
水

災
害

5
0

1
4
5

1
1

2
5

4
7

1
3
9

6
9

2
3
2

6
7
3
6

5
,
0
0
0

1
7
,
4
8
0
,
4
0
5

5
.
7
月

～
8
月

冷
害

異
常

低
温

・
日

照
不

足
に

よ
る

冷
害

1
0
2
,
6
9
0
,
9
9
7

6
.
2
.
2
1

～
2
.
2
3
暴

風
暴

風
雪

低
気

圧
に

よ
る

暴
風

・
暴

風
雪

災
害

6
7
8

3
1

3
7
,
7
7
0

1
5
2
,
6
7
1

6
.
9
.
1
4

～
9
.
1
6
大

雨
秋

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

災
害

5
1

1
5
2

1
1

5
3

1
6
5

2
5

1
7
5

1
6
6

3
1

4
,
4
0
9
,
7
5
4

6
.
9
.
1
8

～
9
.
2
2
大

雨
台

風
2
4
号

に
よ

る
大

雨
・

暴
風

災
害

2
8
7
,
7
1
6

4
,
0
5
1
,
1
6
1

6
.
9
.
2
9

～
9
.
3
0
大

雨
暴

風
台

風
2
6
号

に
よ

る
大

雨
・

暴
風

災
害

3
5

8
2

1
2

4
4
5

1
8
5

7
0

1
6
2

5
2
5
0

6
,
4
5
3
,
5
9
0

6
.
1
0
.
4
地

震
平

成
6
年

（
1
9
9
4

年
）

北
海

道
東

方
沖

地
震

2
7
1
8
,
5
7
6

1
,
2
3
8
,
9
4
8

6
.
1
2
.
2
8
地

震
平

成
6
年

（
1
9
9
4

年
）

三
陸

は
る

か
沖

地
震

1
1
0

4
5

1
7
,
0
2
9

6
4
2
,
7
8
2

7
.
1
.
7
地

震
岩

手
県

沖
地

震
災

害
2

1
4

1
2

3
1
8
2
,
8
0
8

7
.
8
.
2

～
8
.
9
大

雨
梅

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

災
害

8
2
4

1
8

2
8

3
2

1
5
7

4
3
2
1

9
,
3
9
6
,
2
6
6

9
.
5
.
2

～
5
.
3
林

野
火

災
異

常
乾

燥
，

強
風

に
よ

る
林

野
火

災
1

1
,
0
4
9
,
4
0
4

9
.
6
.
2
8
大

雨
台

風
８

号
に

よ
る

大
雨

，
暴

風
災

害
1

3
9
1

1
1
3
9

2
,
5
5
1
,
3
0
6

1
0
.
6
.
2
7
大

雨
梅

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

災
害

1
1

4
3
1

2
1
,
1
5
1
,
0
3
1

1
0
.
8
.
1
3
大

雨
梅

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

災
害

1
4

1
6

2
2

2
6

5
4

1
,
5
7
9
,
7
1
3

2
,
7
8
4
.
9

7
.
0

4
,
4
8
9
.
2

3
5
7
.
3

1
8
3
.
3
1

3
1
1
.
4
5

2
,
8
2
4
.
4

1
.
9
3

3
9
.
2
3
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世
帯

数
人

員
死

者
行

方
不

明
傷

者
全

焼
壊

流
失

半
焼

壊
一

部
破

損
床

上
浸

水
床

下
浸

水
非

住
家

道
路

橋
梁

堤
防

港
湾

そ
の

他
流

埋
冠

水

世
帯

名
名

名
名

戸
戸

戸
戸

戸
戸

棟
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
ヶ

所
h
a

田
作

畑
h
a

田
皆

無
千

円
隻

千
円

発
生

年
月

日
災

害
名

災
害

内
容

農
作

物
被

害
人

的
被

害
建

物
被

害
土

木
被

害
り

災
被

害
額

合
計

水
産

物
被

害
船

舶
被

害

1
0
.
8
.
2
6

～
9
.
1
大

雨
前

線
の

停
滞

に
よ

る
大

雨
災

害
1
2
0

4
3
1

1
1

3
2

1
1
9

3
7
4

2
2
8

7
0
0

1
4

4
6
8

2
2
0
,
6
5
1
,
4
5
8

1
0
.
9
.
3
地

震
岩

手
県

内
陸

北
部

に
お

け
る

地
震

災
害

9
1
7

1
7
,
9
1
6
,
0
6
8

1
0
.
9
.
1
3
地

す
べ

り
江

刺
市

に
お

け
る

地
す

べ
り

災
害

1
1
,
0
8
8
,
0
5
5

1
0
.
9
.
1
5

～
9
.
1
6
大

雨
暴

風
台

風
5
号

に
よ

る
大

雨
・

暴
風

災
害

1
6

4
7

2
2

1
5

1
4

9
2

2
1

9
9

6
9
7

5
,
4
5
1

2
,
7
2
1
,
6
1
9

1
0
.
9
.
3
0

～
1
0
.
2
大

雨
秋

雨
前

線
に

よ
る

大
雨

災
害

1
3
1

2
1

5
9

2
3
0

1
,
4
7
8
,
4
1
3

1
1
.
7
.
1
2

～
7
.
1
4
大

雨
熱

帯
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
1
4
0

4
2
5

1
1
2

1
4
1

8
7
3

4
4
2
5

6
3
8
1

8
4

1
3
,
8
2
7
,
7
0
5

1
1
.
1
0
.
2
7

～
1
0
.
2
8
大

雨
低

気
圧

に
よ

る
大

雨
災

害
5
6
4

1
,
8
0
2

2
2

2
7

9
5
1
8

4
1
8

4
7

5
5
5

1
3

7
0
1

3
7
2
,
0
0
0

2
9

4
7
,
1
4
6
,
9
3
6

1
2
.
7
.
8

～
7
.
9

暴
風

大
雨

洪
水

台
風

3
号

に
よ

る
大

雨
・

洪
水

・
暴

風
災

害
3
7
2

1
,
0
1
0

1
2
3

5
3

2
5
8

2
1
9
2

5
1
5
5

1
0
2
,
6
5
0

4
5
,
5
1
9
,
5
2
6

1
3
.
1
.
1
8

～
1
.
2
8
低

温
低

温
に

よ
る

道
路

の
凍

上
災

害
6
2
0

6
,
8
6
1
,
1
7
0

1
3
.
2
.
2

～
2
.
2
7
低

温
低

温
に

よ
る

道
路

の
凍

上
災

害
1
,
5
9
9

1
9
,
0
1
2
,
0
5
5

1
3
.
4
.

下
旬

低
温

降
霜

降
霜

に
よ

る
農

作
物

等
災

害
1
,
8
8
3
,
8
0
9

1
3
.
7
.
3
0

～
8
.
2
大

雨
洪

水
前

線
停

滞
に

よ
る

大
雨

洪
水

災
害

1
2
7

4
0
6

1
7

1
1
9

2
2

6
0

3
1
6
0

3
,
1
9
3
,
4
9
7

1
3
.
9
.
1
0

～
9
.
1
2
大

雨
洪

水
台

風
1
5
号

に
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1－6－2　岩手県の地震津波災害調

西暦 元号 月日 災害現象 事 項 

869 貞観11 7・13 強震，津波
陸奥国地大いに震いて城邑を破壊し，海嘯哮吼して溺死者，多
し。

1611 慶長16 12・2 強震，津波
三陸地方で大地震。東部海岸に大津浪。南部，津軽にて人馬の溺
死3千余等の被害。

1616 元和2 12・6 強震，津波 三陸地方で強震。大槌町海嘯，布日にて溺死者多数。

1625 寛永2 鳴 動 奥州の山鳴動す。

1662 寛文2 (9・9) 強震，津波 南部領大震海嘯。

1663 同  3 8・19 異 常 鳴 響 地震と鳴響あり，盛岡城の戸障子鳴動。

1677 延宝5 4・6 大 地 震 花巻地方で晴天午下刻(午後1時過)大地震しばらくやまず。

〃 〃 4・13 強震，津波
陸中国南部，地大いに震い，大槌浦，宮古浦，鍬ケ崎浦等海嘯暴
塧し家を破る。

〃 〃 8・1
大 地 震 ，
洪 水

花巻地方で大雨。申上刻(午後4時)大地震。市中洪水。

1678 同  6 2・21 地震，鳴動 陸中鹿角郡水沢近傍の山，朝より夥しく鳴動して地震う。

〃 〃 10・2 大 地 震
花巻地方で大地震。御台所脇石垣13間崩る。御城壁大半落等の被
害。

1689 元禄2 津 波 陸中海岸津波あり。

1700 同 13 1・20 津 波 か 大槌地方大汐さし，海辺大分騒ぎす人馬怪我なし。

1703 同 16 12・9 大 地 震 大槌地方で午後10時過大地震。

1704 宝永元 5・23 大 地 震 沢内地方で大地震。

1705 同  2 1・26 大 地 震 夜，大地震

1717 享保2 5・13 大 地 震 花巻地方で大地震。方々家大小破する。

1720 同  5
5下旬～
9　初旬

地 震 花巻地方で5月下旬より9月初めまで連日の如く地震。

1732 同 17
8・10
8・12

地 震 花巻地方で地震。

1733 同 18 5・12 地 震 花巻地方で地震。

1735 同 20 5・6 大 地 震 花巻地方で大地震。破損なし。

1751 宝暦元 5・21 津 浪 大槌地方で津波。

1756 同  6 8・10 地 震 亥の上刻(午後10時)地震。卯の刻(午前6時)にも地震。

1767 明和4 4・24 大 地 震 沢内地方で大地震。

〃 〃 5・2 大 地 震 5月2日，同4日大地震。大風吹き，時々秋まで地震続く。

1768 同　5 2・21 地 震 沢内地方で地震あり。

〃 〃 (7・28) 大 地 震 沢内地方で大地震。

1769 〃 地 震 沢内地方で時々地震。

1770 同  7 5・27 大 地 震 在所大地震，所々破損，多人馬死す。

〃 〃 6・26 大 地 震 沢内地方で大地震。

1772 安永元 6・3 大 地 震 沢内地方で6月3日，13日，14日地震。
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西暦 元号 月日 災害現象 事　　　項 

〃 〃 7・9 大 地 震 沢内地方で7月9日，14日又ゆる。

1780 同  9 (6・19) 大 地 震 午前6時大地震。昼の内度々あり。

1793 寛政5 2・17 強震，津波
両石村にて流失家屋71軒，船舶19艘，溺死人あり。釜石村，大槌
村にも被害。

1823 文政6 9・初旬 強 震
9月初旬頃より岩手郡寺田村付近に微震頻発し，10月23日半破壊性
の激震起り，家屋土蔵の倒壊，変死者等あり。

〃 〃 9・29 鳴 動
西根山(西岳のことか)鳴動。七時雨山割崩，滝不動崩落，右近辺
家屋，土蔵崩れ，壁落つ。

1830 天保元 1・15 大 地 震 辰刻(午前8時)大地震。女童子動転す。

1850 同  3 7・20 異 常 鳴 響 夜九ツ時(午前零時)雷の如く鳴る。津波にて山くずれる。

1854 安政元 12・23 大 地 震 大地震。

1855 同  2 8・15 大 地 震 夕七ツ時(午後4時)大地震。

1856 同  3 8・23 強震，津波
強震津波来たり，宮古附近最も甚しく家屋流失，倒壊100余戸上
る。

1864 元治元 3・29 強 震 三閉伊海岸で地震。所々破損す。

1894 明治27 3・20 小 津 波
根室南々東約120粁の沖合海底で地震。午後8時20分頃本県沿岸に
小津波。

1896 同 29 6・15
強震・津波
(三陸津波)

明治三陸地震津波，三陸海嘯。本県の被害最も甚大にして死者
18,158人に及ぶ。

1896 同 29 8・31
陸羽

大地震
和賀郡で最も被害多く，倒壊家屋多数あり。

1897 同 30 2・20 小 津 波 陸前東海底で地震，津波あり。気仙郡盛町3尺の高波。

1906 明治39 2・1 津 波 2時間16分にわたる遠地地震記録。被害なし。

1915 大正 4 11・1 津 波 三陸沖で地震，釜石方面で高さ約2尺の津波。被害なし。

1922 同 11
1l・12
～　13

津 波 チリで地震。気仙郡下で家屋102戸が浸水。

1931 昭和 6 11・4 地 震
小国村附近で地震(震度5)。小国村，上閉伊郡金沢村地方で石垣崩
壊，炭がま破壊等の被害。

1933 同  8 3・3
地震，津
波，大火

昭和三陸地震津波。死者1,408名，傷者805名，行方不明1,263名，
家屋流失2,969戸，倒壊1,011戸，焼失209戸，船舶流失6,768隻等
の被害。

〃 〃 6・19 地 震
金華山東方沖で地震。気仙郡広田，吉浜，盛で強震。上閉伊郡甲
子村で1名死亡。

〃 〃
8・

～11・
鳴 動

七時雨山鳴動。奥中山付近で戸障子等がはずれ，棚の上の物が転
落する等の被害。

1946 同 21 4・2 津 波 田老町で津波。

〃 〃 12・21 津 波 宮古地方沿岸で津波。被害なし。

1952 同 27 3・4 津 波
十勝沖で地震。震度宮古4，盛岡3。沿岸各地で津波。船舶，水産
関係施設等に被害。

〃 〃
10・26
～　29

地 震 県下各地で有感地震18回。被害なし。

〃 〃 11・5 津 波
カムチャッカ半島南端で地震。沿岸各地で津波。満潮時と重り漁
船養殖施設等に被害。

1953 同 28 11・26 津 波 房総南東沖で地震。沿岸各地に津波。被害なし。

1958 同 33 11・7 津 波 エトロフ島沖で大規模な地震。三陸一帯に小津波。被害無し。

1960 同 35 3・21 津 波 三陸沖で地震。本県海岸に小津波。養殖施設に若干の被害。

〃 〃 5・24
チリで地
震，津波

三陸沿岸一帯に津波（チリ地震津波）。大船渡市など沿岸各地で
死者57名，行方不明5名，住家全壊・流失962棟，船舶流失・沈
没・破損2626隻，港湾施設等に大きな被害。
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西暦 元号 月日 災害現象 事　　　項 

〃 〃 7・30 津 波 八戸沖で地震。本県海岸に小津波。被害なし。

1962 同 37 4・30 地 震
宮城県北部で地震（宮城県北部地震）。盛岡，一関，花巻，北
上，千厩で震度4，宮古，軽米で震度3。花泉で学校に被害。

〃 〃 12・28 地 震
岩手県沖で地震。震度盛岡4，宮古3。小本，山田両線で9ヶ所の落
石。

1963 同 38 10・13 津 波 エトロフ島沖で地震。沿岸各地で養殖施設の一部に被害。

1964 同 39 3・28 地震，津波 アラスカ地震の影響で大船渡湾内の養殖施設に被害。

1968 同 43 5・16 地 震
十勝沖で地震（1968年十勝沖地震）。盛岡で震度5の強震。沿岸各
地に津波。港湾施設，船舶等に大きな被害。

〃 〃 6・12 地震，津波
岩手県沖で地震。盛岡，宮古で震度4，大船渡震度3。弱い津波が
発生。船舶等に被害。

1969 同 44 8・12 津 波
北海道東方沖で地震。震度は盛岡，一関で3，宮古，大船渡で2。
沿岸各地で20～34cmの弱い津波。被害なし。

〃 〃 10・18 地 震 震度は盛岡の4の中震，大船渡，宮古3の弱震。津波，被害なし。

1970 同 45 9・14 地 震
宮城県沖で地震。盛岡，宮古，大船渡で震度4の中震。各地で送電
線，土木，農業施設，学校等に被害。

〃 〃 10・16 地 震
秋田県南部で地震。本県西部で震度4～5。国鉄北上線で一時不
通。建物損壊244棟等の被害。

1974 同 49 9・4 地 震
岩手県沖で地震。盛岡，宮古で震度4。落石，がけくずれ，停電等
の被害。

1978 同 53 6・12 地 震
宮城県沖で地震。大船渡で震度5，盛岡，宮古で4。道路損壊，堤
防決壊，がけくずれ等の大きな被害。

1979 同 54 5・22 地 震
岩手県沖で地震。震度宮古3，盛岡，一関，大船渡2。津波なく，
農業用施設に若干の被害。

1982 同 57 6・1 地 震 宮城県沖で地震。震度盛岡4，宮古，大船渡3。津波なし。

1983 同 58 5・26 地 震
日本海中部で地震。震度盛岡4，宮古・大船渡3。農地農業用施設
等に被害。

1986 同 61 3・2 地 震
宮城県沖で地震。震度盛岡，宮古4，大船渡3。津波なく，土木施
設に被害。

〃 〃
5・26
～
7・

地 震 奥中山付近で群発地震。被害なし。

1987 同 62 1・9 地 震
岩手県中部沿岸で地震。震度盛岡，大船渡5，宮古4。津波なく，
建物，土木施設等に被害。

〃 〃 2・6 地 震 福島県沖で地震。震度盛岡，宮古，大船渡で3。土木施設に被害。

〃 〃 4・7 地 震
福島県沖で地震。震度盛岡，宮古，大船渡で3。土木施設等に被
害。

1989 平成元 11・2 地 震
岩手県沖で地震。震度盛岡，大船渡4，宮古3。岩手県で負傷者2
名。道路に落石のため一部不通。津波被害なし。

1992 同  4 7・18 地震，津波
三陸はるか沖で地震。震度盛岡，宮古，大船渡で3。宮古で21cm，
大船渡で23cmの津波が発生。被害なし。

1993 同  5 1・15 地 震
釧路沖で地震（平成5年（1993年）釧路沖地震）。震度盛岡，宮
古，大船渡で4。花泉で農地農業用施設(ため池)に被害。津波あ
り。津波による被害なし。

〃 〃 7・12 地 震
北海道南西沖で地震。震度盛岡2，宮古，大船渡で1。津波なし。
被害なし。

1994 同  6 10・4 地震，津波
北海道南西沖で地震（平成6年（1994年）北海道南西沖地震）。震
度盛岡，大船渡で4。宮古3。宮古103cm，大船渡72cmの津波が発
生。水産関係等に被害。

〃 〃 10・9 地 震
北海道東方沖で地震。震度盛岡2，宮古，大船渡で1。津波なし。
被害なし。

〃 〃 12・28 地震，津波
三陸はるか沖で地震（平成6年（1994年）三陸はるか沖地震）。震
度盛岡5，宮古，大船渡で4。宮古50cm，大船渡27cmの津波が発
生。土木施設等に被害。

1995 同  7 1・7 地 震
岩手県沖で地震。震度盛岡5，宮古，大船渡で4。津波なし。農地
農業用施設等に被害。

〃 〃 7・30 津 波
チリ北部で地震。宮古49cm，大船渡21cmの津波が発生。被害な
し。
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西暦 元号 月日 災害現象 事　　　項 

〃 〃 12・4 津 波
択捉島の南南東170km付近で地震。宮古21cm，大船渡20㎝の津波が
発生。被害なし。

1996 同  8 2・17 津 波
ニューギニア島付近で地震。宮古16cm，大船渡16cmの津波が発
生。被害なし。

1998 同 10 9・3 地 震
岩手県内陸北部で地震。震度雫石町長山6弱，雫石町千苅田4。負
傷者9名。土木施設等に大きな被害。

2003 同 15 5・26 地 震
宮城県沖で地震。大船渡市，衣川村，平泉町，室根村，江刺市で
震度6弱。重軽傷者91名。土木施設，学校施設等に大きな被害。

〃 〃 9・26 津 波
十勝沖で地震（平成15年（2003年）十勝沖地震）。宮古57cm，大
船渡25cm，釜石42cmの津波を観測。養殖施設等に被害。

2004 同 16 8・10 地 震 岩手県沖で地震。震度宮古，野田5弱。津波なし。

2005 同 17 8・16 地 震
宮城県沖を震源とする地震。震度藤沢町5強。重傷者3名。土木施
設，学校施設等に大きな被害。

〃 〃 11・15 地震，津波
三陸沖を震源とする地震。県内最大震度3。大船渡42cmの津波を観
測。農地農業用施設に被害。

2006 同 18 11・15 津 波
千島列島東方で地震。宮古32cm，大船渡41cm，釜石26cmの津波を
観測。被害なし。

2007 同 19 1・13 津 波
千島列島東方で地震。宮古14cm，大船渡27cm，釜石13cmの津波を
観測。被害なし。

〃 〃 8・17 津 波
ペルー沿岸で地震。宮古15cm，大船渡9cm，釜石10cmの津波を観
測。被害なし。

2008 同 20 6・14 地 震
「平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震」。震度奥州市6強。死
者2名，重軽傷者37名，土木施設，農林業関係に大きな被害。

〃 〃 7・19 地震，津波
福島県沖で地震。震度盛岡市4。久慈港で20cmの津波を観測。被害
なし。

〃 〃 7・24 地 震
岩手県沿岸北部で地震。震度野田村6弱。重軽傷者90名。土木施
設，林業関係に被害。

〃 〃 9・11 地震，津波
十勝沖で地震。県内最大震度3。久慈港17cm，宮古4cm，釜石5cmの
津波を観測。被害なし。

2010 同 22 2・28 津 波
チリで地震。三陸沿岸一帯に津波。久慈港120cm，宮古74cm，釜石
56cm，大船渡42cm。水産物に大きな被害。

2011 同 23 3・11 地震、津波

「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」。三陸沖を震源と
するマグニチュード9.0の巨大地震が発生。また、太平洋沿岸を中
心に高い津波を観測し、特に東北地方から関東地方の太平洋沿岸
では大きな被害が発生。県内最大震度６弱。宮古で8.5ｍ以上、大
船渡で8.0ｍ以上の津波を観測。
死者5,144名（直接死4,673名、関連死467名）、行方不明者1,112
名、負傷者213名、家屋倒壊26,079棟。（令和２年３月10日時点）

〃 〃 6・23 地 震
岩手県沖で地震。盛岡市及び普代村で震度5弱。津波なし。
文教施設等に被害。

〃 〃 7・10 地震、津波
三陸沖で地震。県内最大震度4。大船渡で10cmの津波を観測。
鉄道が運休となる被害。

〃 〃 7・23 地 震
宮城県沖で地震。遠野市で震度5強。住家の一部損壊等の被害。
人的被害は無し。

2012 同 24 3・27 地 震 岩手県沖で地震。県内最大震度5弱。軽傷者1名。

〃 〃 12・7 地震、津波
三陸沖で地震。盛岡市及び滝沢村で震度5弱。大船渡21cm，
久慈港23㎝の津波を観測。死者1名。

2013 同 25 2・6 津 波
南太平洋（サンタクルーズ諸島）でマグニチュード8.0の地震。
宮古10㎝，大船渡10㎝，久慈港35㎝，釜石19㎝の津波を観測。被
害なし。

2014 同 26 4・3 津 波
チリ北部沿岸で地震。久慈港55㎝，宮古21cm，釜石19㎝の津波を
観測。水産物に被害。

〃 〃 7・5 地 震 岩手県沖で地震。宮古市で震度5弱。被害なし。

〃 〃 7・12 津 波
福島県沖で地震。大船渡20㎝，釜石微弱，久慈港10㎝の津波を観
測。被害なし。

2015 同 27 2・17 地震、津波
三陸沖で地震。盛岡市、宮古市及び奥州市で震度4。久慈港27㎝，
宮古11cm，釜石7cmの津波を観測。被害なし。

〃 〃 〃 地 震 岩手県沖で地震。普代村で震度5弱。文教施設に被害。

〃 〃 5・13 地 震 宮城県沖で地震。花巻市で震度5強。農林水産施設等に被害。
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〃 〃 7・10 地 震 岩手県内陸北部で地震。盛岡市で震度5弱。軽傷者2名。

2016 同 28 11・22 地震、津波
福島県沖で地震。盛岡市他で震度3。久慈港79㎝，宮古35cm，大船
渡33cm，釜石23cmの津波を観測。農林水産施設，水産物に被害。

2021 令和２ 2・13 地 震
福島県沖で地震。福島県沖で地震。一関市、矢巾町で震度５弱。
住家、非住家被害。

2021 令和２ 3・20 地 震
宮城県沖で地震。一関市、大船渡市、住田町で震度５弱。軽傷者
１名、非住家被害。

2021 令和２ 5・1 地 震 宮城県沖で地震。一関市、釜石市で震度５弱。

2022 令和３ 1・16 津 波
1月15日のトンガ沖火山噴火に伴う津波。久慈107cm、宮古市・釜
石市40cm、大船渡市30cmの津波。人的被害なし。漁具、養殖施
設、水産物に被害。

2022 令和３ 3・16 地 震
福島県沖で地震。一関市、奥州市、矢巾町で震度５強。重傷者１
名、軽傷者４名。住家・非住家、文教・商業・農水・医療施設被

2022 令和３ 3・18 地 震 岩手県沖で地震。野田村で震度５強。非住家、道路被害。
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1－6－4 岩手県における過去のおもな火山災害・噴火等記録（八幡平は噴火記録なし） 

区 分 岩 手 山 秋田駒ヶ岳 栗 駒 山 

貞享 3年 

（1686年） 

噴火（溶岩流・泥流等），

家屋破損 

貞享 4年 

（1687年） 

噴火（噴石・噴煙），群

発地震 

享保 16～17 年 

（1732年） 

噴火（焼走り溶岩流） 

寛保 3年 

（1744年） 

噴火 

明治 23～24 年 

（1890～1891年） 

噴火（鳴動・噴石） 

大正 8年 

（1919年） 

大地獄で水蒸気爆発（降

灰） 

昭和 7年 

（1932年） 

水蒸気爆発（泥流・降灰・

ガス） 

昭和 19年 

（1944年） 

小水蒸気爆発（泥土噴

出・酸性水）西・南東 山

麓で地震群発 

昭和 45～46 年 

（1970～1971年) 

噴火（頻繁な爆発・溶岩

流出） 

昭和 47年 

（1972年） 

白色噴煙 

昭和 61～62 年 

（1986～1987年） 

北東山麓で地震群発 

昭和 63年 

（1988年） 

南西山麓で地震群発 

平成 7年 

（1995年） 

低周波地震・微動 

平成 10年以降 

（1998年～） 

地震活動活発化 

平成 19年 

（2007年） 

噴火警戒レベル導入 

レベル１（平常）

平成 21年 

（2009年） 

女岳の地熱域に拡大傾向 

噴火警戒レベル導入 

レベル１（平常）

平成 31年 

（2019年） 

噴火警戒レベル導入 

レベル１（活火山である

ことに留意） 

※噴火警戒レベル１におけるキーワード「平常」の表現を、平成 27 年 5 月 18 日より「活火山であるこ

とに留意」に改める。 
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1－6－5 平成 7年以降の岩手山の活動状況 

年 事             項 

平成 7 年

～９年 

(1995～ 

1997年) 

○ 平成 7年 9 月火山性微動と低周波地震の発生が始まる。 

○ 平成 9年 12月山体西側を震源とする地震が発生し始める。 

平成 10年 

(1998 年) 

○ 2 月以降地震回数が増加。 

○ 4月 29日 15時前後の短時間に多数の火山性地震を観測。東北大学の傾斜計等のデ

ータにも大きな変化を観測。臨時火山情報第 1 号。聞き取り調査の結果，休暇村岩

手では有感となった模様。深部低周波地震が急増。 

○ 5 月深部低周波地震を 38 回観測。 

○ 6 月地震回数が 1,800 回（1 ケ月）を超える。岩手山西側を震源とする低周波地震

の発生を観測。臨時火山情報第 2 号（今後さらに火山活動が活発化した場合には噴

火の可能性もある）。微動が目立って観測されるようになり，7 月には振幅の大きな

微動が観測され，発生回数も 32 回を数えた。大地獄谷での噴気温度の上昇と姥倉山

付近で地温の高い箇所を確認。 

○ 7 月振幅の大きい火山性徴動と火山性地震が観測され，臨時火山情報第 3 号。7 月

下旬から 8 月前半にかけて，やや深いところ（4～8km）で発生した低周波地震が 1

日数回発生。深部低周波地震は 35回発生。 

○ 8 月三ツ石山付近で M3.2 の地震。山頂付近を震源とする M1.2 の地震。 

○ 9 月岩手山の南西約 10km で M6.2（震度 6 弱）の逆断層型の地震が発生。篠崎地震

断層出現。臨時火山情報第 4 号。山頂に近い鬼ヶ城付近で浅い地震が発生。 

○ 10月三ツ石山付近で M2.5の地震。 

○ 山頂付近で M2.2の地震発生。 

平成 11年 

(1999 年) 

○ 低周波地震は 1 月 28 回，2～7 月は 12～20 回の発生。8 月 1 日には短時間に 32 回

と多発した。 

○ 4 月黒倉山・姥倉山鞍部北斜面で新たな噴気個所を観測。 

○ 5 月犬倉山から姥倉山付近を震源とする M4.0（震度 4）の地震が発生。 

○ 6 月黒倉山の地中温度の上昇を確認。 

○ 9 月葛根田川沿いの天然記念物「玄武洞」が大崩落。 

○ 11月振幅の大きな微動（振り切れ微動継続時間約 4 分）を観測。臨時火山情報第 4

号。 

平成 12年 

(2000 年) 

○ 1月黒倉山山頂付近の噴気が高さ 100メートルを超える日が度々観測されるように

なる。 

○ 3 月犬倉山から姥倉山付近を震源とする M4.3（震度 4）の地震。 

○ 4 月大地獄谷西小沢で 10 数ヵ所の噴気孔群を観測。 

○ 6 月黒倉山から姥倉山付近を震源とする単色地震が発生。 

○ 6～9 月黒倉山山頂の噴気の高さは 200～250メートルに達する。 

平成 13年 

(2001 年) 

○ 黒倉山山頂の噴気活動は依然活発。 

○ 5 月モ深部低周波地震を 15 回観測。 
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平成 14年 

(2002 年) 

○ 4 月下旬に東岩手山のやや深いところ（深さ 10km 前後）を震源とする低周波地震

の活動がやや活発化。

○ 浅部の地震活動は低調。

平成 15年 

(2003 年) 

○ 東岩手山のやや深いところ（深さ 10km）を震源とする低周波地震の活動が一時活

発化。

○ 浅部の地震活動は低調。

○ 黒倉山山頂の噴気の状態に大きな変化は見られなかった。

平成 16年 

(2004 年) 

○ 火山活動は穏やかに経過。

○ 黒倉山山頂の噴気活動は，次第に低下傾向が見られ始める。

○ 6月 1999年頃から笹枯れが始まった黒倉山付近で植生の回復が確認される。

○ 12月黒倉山山頂の西に伸びる地熱地帯の裸地で地温の低下傾向が確認される。

平成 17年 

(2005 年) 

○ 地震，噴気活動は，低下傾向で推移。火山性微動は観測されなかった。

○ 黒倉山山頂で観測されていた局所的な地盤変動は，ほぼ停止したことが確認され

る。

○ 表面現象では，大地獄谷の噴気温度は低い状態で推移し，黒倉山から姥倉山付近で

は引き続き植生の回復が確認される。

平成 18年 

(2006 年) 

○ 地震回数は少なく推移。

○ 地殻変動に顕著な変化は認められず。

○ 黒倉山～姥倉山の噴気活動は低下の傾向が続き，植生の回復が認められる。大地獄

谷の噴気温度は低い状態で推移。 

平成 19年 

(2007 年) 

○ 火山活動は静穏に経過した。

○ 8 月以降東岩手山のやや深いところ（深さ 10km）を震源とする低周波地震がやや増

加したが，浅部の地震活動は少ない状態で推移。 

○ 7 月に継続時間は短いが，振幅のやや大きな微動を 1回観測。

○ 噴気活動は低調に推移した。

○ 噴火警戒レベル１（平常）〔12 月 1 日～ 〕（12 月 1 日より噴火警戒レベル運用開

始）

平成 20年 

(2008 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ １月と12 月に東岩手山のやや深いところ（深さ10km）を震源とする低周波地震が

やや増加し，６月には継続時間が短く振幅の小さい微動を１回観測したが，その後の

地震活動は低調な状態で推移した。 

○ 噴気活動は低調に推移した。

平成 21年 

(2009 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ 地震活動は低調に推移した。

○ 噴気活動は低調に推移した。

平成 22年 

(2010 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ 地震活動は低調に推移した。

○ 噴気活動は低調に推移した。
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平成 23年 

(2011 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ 3月 11日に発生した「平成 23年(2011 年)東北地方太平洋沖地震」以降、主に松川

付近(山頂の西北西約 10km)を震源とする地震回数が平常時より若干多い状況となっ

たが，その後，地震活動は収まっている。

○ 噴気活動は低調に推移した。

平成 24年 

(2012 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ 地震活動は低周波地震が一時的に増加し、火山性微動も２回発生したが，噴気活動

は低調で、地殻変動にも特段の変化はなかった。

平成 25年 

(2013 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ 地震活動は３月から５月にかけてやや多い状況になり、５月には岩手山西側を震源

とする最大震度２の地震が発生した。その他の期間は地震活動、噴気活動とも概ね低

調に経過し、地殻変動にも特段の変化はみられなかった。 

平成 26年 

(2014 年) 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。

○ 6月 1日に岩手山西側を震源とする M3.0 の地震が発生した。また、10月 20 日には

山頂直下のやや深い所が震源と推定される火山性地震が一時的に増加したが、その他

の期間、地震活動は低調に経過した。噴気活動は低調に経過し、地殻変動にも特段の

変化はみられなかった。 

平成 27年 

(2015 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 7月 20日には山頂直下のやや深い所が震源と推定される低周波地震が一時的に増

加したが、その他の期間、地震活動は低調に経過した。噴気活動は低調に経過し、地

殻変動にも特段の変化はみられなかった。 

平成 28年 

(2016 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 地震活動及び噴気活動は低調に推移し、地殻変動にも特段の変化は見られなかっ

た。 

平成 29年 

(2017 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 10月 25日には山頂直下のやや深い所が震源と推定される低周波地震が一時的に増

加したが、その他の期間、地震活動は低調に経過した。噴気活動は低調に経過し、地

殻変動にも特段の変化はみられなかった。 

平成 30年 

(2018 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 地震活動及び噴気活動は低調に推移し、地殻変動にも特段の変化は見られなかっ

た。 

平成 31

年・令和元

年（2019

年） 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 地震活動及び噴気活動は低調に推移し、地殻変動にも特段の変化は見られなかっ

た。 

令和２年 

(2020 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 地震活動及び噴気活動は低調に推移し、地殻変動にも特段の変化は見られなかっ

た。 
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令和３年 

(2021 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 地震活動及び噴気活動は低調に推移し、地殻変動にも特段の変化は見られなかっ

た。 

令和４年 

(2022 年) 

○ 噴火警戒レベルは、「レベル１（活火山であることに留意）」で経過した。

○ 地震活動及び噴気活動は低調に推移し、地殻変動にも特段の変化は見られなかっ

た。 

※ 噴火警戒レベル１におけるキーワード「平常」の表現を、平成 27 年 5 月 18 日より「活火山であ

ることに留意」に改める。
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1－6－7 岩手山の噴火史 

岩手山は，25 個以上の小火山から構成され，東西約 13km の長さに配列し，正確には「岩手火山群」

と呼ばれる。富士山と同じ特徴を持つ化学組成の溶岩を産する国内でも最大級の火山である。代表的

な山として小畚山，三ツ石山，大松倉山，犬倉山，姥倉山，黒倉山，鬼ヶ城，薬師岳（2,038m），鞍

掛山などがある。岩手火山群を構成する一個一個の火山は成層火山である。これらのうち，形成時期

が新しく，火山群の東半分を占める火山体（姥倉山から東側の山体）を狭義の岩手火山と呼び，さら

にこれを東西に区分して西岩手火山・東岩手火山と呼ぶ。両者の境界はほぼ東経 141 度の線である。 

岩手火山群は約 70 万年の歴史があり，そのため複雑な火山地形を示している。活動の初期には，

東西約 13km の範囲の全体で火山活動があり，その後活動の中心は東側に移行している。過去に 7 回

の山体崩壊を起こしているが，この回数は成層火山としては国内最多である。東岩手山は約 6,000年

前以降，主にマグマ噴火を繰り返し，一回の噴火のマグマ噴出量は，0.1 立方 km程度以下である。こ

れに対して，西岩手山は約 7,400 年前以降，水蒸気噴火のみを繰り返し，マグマは伴わない。火口周

辺の岩石を起源とする火山灰の噴出量は 0.01 立方 km程度以下である。 

約 6,000 年前以降の主な活動は，次のとおりである。 

（1）約 6,000年前 山体崩壊 

東岩手山の山頂部で大規模な山体崩壊を起こし北東山麓を埋め尽くした。（平笠岩屑なだれ堆

積物） 

土砂の一部は北上川に沿って流下し，岩手大学工学部付近に達して台地をつくった。 

この後，江戸時代まで多数の噴火があり，溶岩が流出して薬師岳が形成され，さらに山頂火

口の中に妙高岳が形成された。 

（2）約 3,200年前 水蒸気爆発 

大地獄谷中央火口丘で水蒸気爆発が起こり，網張温泉付近まで降灰（火口から約 3.5kmで 10cm

の厚さで堆積）。火山灰は熱水変質した岩石片（噴石）と岩粉・粘土からなり，火山灰量は 0.01

立方 km以下と概算される。 

西岩手山では 7,400 年前以降現在まで少なくとも 8 回の水蒸気噴火があり，この噴火が最大

規模のものである。 

（3）1686年（貞享 3年） 山頂噴火 

山頂の御室火口でマグマ水蒸気爆発が起こって滝沢村南東麓方向に火砕サージが噴出し，噴

火が本格化して，降灰・火山泥流が繰り返し発生した。玉山村・滝沢村・盛岡市・花巻市方面

に降灰し，玉山村生出地区は農地が荒廃し，放棄された。また，火山泥流が繰り返し発生し，

玉山村・滝沢村・西根町方面に流下して滝沢村一本木地区が被災した。 

(4)1732年（享保 16～17年） 焼走り溶岩流 

地震が頻発し，山鳴りの後，薬師岳北東山腹の 5 個の火口から溶岩が流出した。地震により，

西根町平笠地区の住民が一時避難した。噴火活動は一年で終了した。 

（5）1919年（大正 8年） 水蒸気噴火 

大地獄谷において，直径約 9m の火口から，強い音響とともに水蒸気とガスを噴出した。後に

崩壊により火口の直径が約 50m に拡大し，火口湖中の熱水から水蒸気を噴出。火口湖周辺には

巨大な石が飛散し，厚さ 3～15cm の変質粘土からなる火山灰が堆積した。火山灰は網張温泉方

向に降灰した。 

（6）昭和の火山活動（1934～35 年，1960 年，1972年） 水蒸気の噴出 
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昭和に入り，薬師岳山頂の薬師火口内で地熱活動が活発になり水蒸気の噴気が始まった。活

動が活発化した時期は 3回あり，これらの時期には盛岡市内からも水蒸気の噴出を確認できた。

このうち最も活発だったのは 1934～35 年活動で，小爆音を伴った。 

これらの噴気箇所は，主に薬師火口南東火口壁とその直下の火口内，及び妙高岳南東山腹で，

噴出物は，水蒸気と火山ガスのみで，マグマの噴出はない。火山ガスは，二酸化炭素・硫化水

素・亜硫酸・塩酸などで，塩酸を多く含むのが特徴である（1960年 9 月測定）。 

また一方で，この時期においては大地獄谷・黒倉山などの西岩手山の噴気活動が続いている。 

出典：「岩手山の地質」（著者 土井宣夫 発行 平成 12年 3月滝沢村教育委員会）ほか 
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1－6－8 岩手山火山防災マップ 
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岩手山の晴火警戒レベル
種別 名称 対象範囲 ンベル

（キーワード） 火山活動の状況 住民等の行動及び登山者
・入山者等への対応

特

別

警

報

晴
火
警
報（
居
住
地
域）

又
は
噴
火
警
報

居住地域
及びそれよリ

火口側

贖
火
警
報（
火
口
周
辺）

又
は
火
口
周
辺
警
報

火口から
居住地域
近くまで

3 
（入山規制）

警

報

火口周辺 2 （火□周辺規制）

予

報

順
火
予
報

火口内等 るぁ
即

で
留

1
山
に

火
と

活
こ

＇
ー，

居住地域1こ重大な被害を及ぼす
贖火が発生、 あるいは切迫して
いる状態にある。

危険な居住地域からの避難等が必要。

居住地域1こ重大な被害を及ぼす
暗火が発生すると予想される
（可能性が高まっている）。

居住地域の近くまで重大な影審
を及ぽす（この範囲に入った場
合には生命に危険が及ぶ）唄火
が発生、あるいは発生すると予
想されるc

火□周辺に影置を及ぽす（この
範囲に入った場合には生命に危
険が及ぶ）噴火が発生｀あるいは
発生すると予想される。

火山活動は静程。

警戒が必要な居住地域での避難準備
等が必要。
要配慮者及び「特別に被害が予想され
る区域（施設）」の避難等が必要。

火口から居住地域近くまでの範囲へ
の立入規制等。
状況に応じて要配慮者及び「特別に被
害が予想される区域（施設）」の避難準
備等が必要。

住民は通常の生活。

火□周辺への立入規制等。
（登山道は入口から立入規制 ）

住民は通常の生活。

状況に応じて火口内への立入規制等。

注1)火口は、 東岩手山山頂または西岩手山の大地獄谷から姥倉山付近までの稜線1こ想定される。

注2)「特別に被害が予想される医域（施設）」とは、甜雪型火山泥流が流下する危険のある「滝；尺市一本木地区砂込Ill沿いの区域J及び「岩手山焼走り国際交流村」を指す。

想定される現象等

●融雪型火山泥流または火砕流・火砕サージが居住地域まで到
達、あるいは切迫している

·庫尋闘●
1686年の噴火．東岩手山山腹で噴火、 融雪型火山泥流が川
沿い1こ北上Jl1まで流下、 滝沢市一本木地区砂込川沿いの居住
地域で一部家屋の流出
火砕流（火砕サージ）は火口から山麓（約4km)まで流下
噴石It火口から山麓（約4km)まで飛散

●融酋型火山泥流または火砕流・火砕サージが居住地域まで到
達する可能性がある

·渇昂囮●
1732年の噴火：東岩手山山腹で噴火、 北東山腹に溶岩流出
（焼走り熔岩流）
激しい地霰活動、有感地震の多発、 住民避難

●東岩手山の火口から概ね4km以内及び西岩手山の火口から概
ね2km以内に影置が及ぶ噴火が発生、 また1ま予想される

一1998年の活動：4月29ヨ、短時閤に多数の地霙と規模の大き
い地震が発生し、 地殻変動に急激な変化

●東岩手山及び西岩手山の火口から概ね2km以内に影響が及
ぶ扇火が発生または予想される

．滉昂碍●
1919年の晒火：西岩手山（大地獄谷）で曝火、 晒石は脇の登
山道に飛散
1998年の活動：3月17E3、 火山性地震が増加し地殻変動開始

●火口内で少景の唄気や火山ガス等が発生

目

大きな噴石

大きな噴石の多くは火口から
数km程度以内に落下するた
め、火口から十分に離れた箇
所では安全です。
岩手山に近づかないようにし
てください。

溶 岩 流

溶岩流は一般に速度が遅く、徒
歩でも逃げることが可能です。
落ち着いて、到達範囲の外に避
難してください。

火砕流•火砕サー ジ

火砕流・火砕サージは驀速（時速100km以上）で流れ下
るため発生してからの避難はほとんど困難です。
晴火の危険性が高い状況になったら、火山情報などに十
分注意し、速やかに到達範囲の外に避難してください。
万が一、避難が遅れた場合は、少しでも高台の物陰に隠
れてください。

高台の物陰に避難

2 
到達範囲の外に避難

0-
゜

1 避難時の心得 I 
避難するときには、市役所•町役場から発表される避難勧告や指示に従って落ち着いて行動しましょう。

ヘルメットか一
防災ずきん

ゴーグル
マスク

長袖

長ズボン

運動靴――

意

意詈発

情

象

動

II
II
国一
国
国

テレビやラジオ、メールサービスやアプリ、
行政機関の広報などから、 正しい情報を入手しましょう。

避難の際には肌の露出を極力避けた服を荒用しましょう。

リュックサック
口衣料品
口多機能携帯ラジオ
口懐中電灯
口応急医薬品
口食料品・水
口貴重品（現金 ・通帳•印鑑など）足互賃雪

ば□95電器
｀目 匹 ⑲ Q

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0ほ乳瓶
0紙おむつ
0ミルク

0看護・介護用品
0常備薬

0祇おむつ

袖なしの服

スカート

／サンダルや
かかとの高い靴

r 非常用持ち出し品（例） 家族構成などに合わせて準備しましょう。
｀ 

し 赤ちゃんがいる場合 4 

昌

土 石 流

土石流は雨によリ発生し、高速
（時速50km程度）で流れるた
め、噴火後、台風の接近など、
あらかじめ大雨が想定される
場合には土石流の到達範囲
から避難してください。
万が 一、避難が遅れた場合に
は、沢から離れた少しでも高い
ところに避難してください。

融雪Iこよる火山泥流

融雪による火山泥流は高速(8寺
速60km程度）で流れるため、
速やかな避難が必要です。
蹟火の危険性が高い状況に
なったら、火山情報などに十分
注意し、できるだけ早く到達範
囲の外に避難してください。
万が 一

、 避難が遅れた場合に
は、少しでも高いところに避難
してください。

炉{-

火山灰などの降下

火山灰がたくさん積もった場合には、家屋
がつぶれないよう、屋根の上の火山灰を除
去してください。

降灰による災害：降り積もった火山灰・スコリアなどの
厚さと被害の目安（雪が積もってい
れば影響がさらに大きくなります。）

1m 

50cm 

：ほとんどの木造家屋が倒壊します。

：半数以上の木造家屋が倒壊します。

20~30cm:多くの木造家届などに被害がでます。
10cm :古い木造家屋などに被宮がでます。·······•·····•V

�数cm :自動車など 、
交通機関に影喜が出ます。

．．．．．．．．．．．．．．←-2cm :目・鼻·のどなどの異常を訴える人が
多くなります。

少量でも、火山灰が降り出したら、タオルや
マスクなどで吸い込まないようにしましょう。
また、帽子を着用しましょう。昼間でも急に賠
くなることがありますが、火山灰で死傷するこ
とはありません。冷静に行動してください。

資料編　１　総則
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TEL : 019-692-2111 

田沢蟷区
番号

1
2
3
4
 

ー
一
＿
一

T
T
T
T
 

施設名
田沢コミュニティーホーム
田沢町民体育館
田沢中学校
田沢小学校

所在地

田沢字高屋151
田沢字高屋59
田沢字高屋166-5
田沢字大山7

田沢湖町役場

生慄内池区

番号
T-5
T- 6
T-7
T - 8
T _,
T -10
T-11

TEL 

施設名
田沢湖町民会館
生保内町民体育館
生保内武道館
田沢湖町総合開発センター
生保内中学校
生保内小学校
田沢湖町商工会館

0187-43-1111 

所在地
生保内字武蔵野105-1
生保内字武蔵野105-1
生保内字武蔵野105-1
生保内字宮J後27
生保内字武蔵野105-1
生保内字武蔵野111
生保内字街道J上85

T-5田沢湖町民会館 T-6 生保内町民体育館

T-9 生保内中学校 T-10生保内小学校

電話番号
0187-42-2810 
0187-42-2815 
0187-42-2310 
0187-42-2110 

T-7 生保内武道館

電話番号
0187-43-3143 
0187-43-1975 
0187-43-1989 
0187-43-1622 
0187-43-1181 
0187-43-0243 
0187-43-0372 

T-8 日沢湖町稔合開発センター

T-11 日沢湖町商工会館

き
ガソリンスタン
コンビニエンヌスト）＇） d シ□豆'""'·,,,,＾沢豆品込’\\ェ;. r、 ‘1 、・・え彦乞や多シ多＜／ ら＾道白応租尽

―ー＇
＼ （ r•'`\ \

雪
聾

施設名 所在地 電話番号

橋場小学校 橋場安栖野63-2 019-692-3482
御明神公民館 上野上野沢5 019-692-3118

I もし噴火が槌まったら I 

●気象台が発表する火山情報に注意しましょう。
●市町村長から避難勧告などの指示があっだ場合

には従いましょう。

●テレビやラジオのニュ ー ス、新聞、市町村の広報など
を闘いて正しい情報を得ましょう。

●デマやうわさに惑わされないようにしましょう。

難
―

る場合lさ…

長ズポン，-------:

①左の絵のような格好が避難に適しています。
ゴーグル

／ ②避難の前に戸締まり、
確認しましょう。

命よ
毛丸、 ガスの元栓を

一」リュックサック

③あわてず落ち着いて速やかに行動しましょう。

④お年寄り、赤ちゃん｀身体の不自由な人、
外国人など言葉の 分からない人の避難
を助けましょう。

⑤市街地では車は使わず徒歩で移動しましょう。
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1 怠昏麟疇口

ノ；iャ／9：
0年

～：
O員火のこ

こ
1970年～） 1年噴火の溶岩流
小岳溶岩沿などの翻カルデラ起穏の溶岩流 11,000年～2．OOO年前）
片倉；尺溶岩流 13.OOO年～5． 000年前）
生保内火砕流の到達範囲 112000年～13000年前）

1約1.600年前1
●‘... 
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ゞ．，
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＼ ク,c•.

；，．戸―. 、

.. • 9こ
，口
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. · • • (. ·., 9, : K 
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1 万2千年
火砕漁·

左の図は、
おもて面の『秋田駒ヶ岳火山防災マップ』

をA3サイズに集釣したものです。

コピ ー して目につきやすい
所（冷蔵庫、 トイレなど）
に貼ってご活用下さい。

このマップも
つかってね。

【コヒ ーはご家庭内の

伺人的使用に限ります］

防災科学技術研究所

Ill�』�lljl�lljijlll

火山月蒻配ミ云認典
中国謎,..,

高温 ・ 高庄の水蒸気の作用で起こる爆発的な嗅火です。新しいマグマの哄出 1まなく、古
い岩石と水蒸気が爆発的に噴出されます。大規模な水蒸気爆発1古、山体の崩壊なとを1半
うことーがあります。

·湛疇オ慕テ4討咋，ー
高温のマグマが地下水や海水など多塁の水が接触すると、瞬閤的に気化する（液体が気
体になる）だめ1本積が急激に膨張します。この時に周囲の岩石などを吹き飛ばす爆発を
マグマ水惹気爆発と呼びます。葬常に破壊的で危険な現象です。

·M,II団潤ll-
火山地域で、火山活勤が原因で発生する震動のことです。火山性微動の発生には火山体
内部のマグマや火山ガス等の勤きが関係しているだめに火山性地震よりもさら1こ！員火活
動に密接な関係があると言われています。

·"’"蹟叫口一
火山体の内部まだはその周辺地域で発生する、震源の浅い地震のことです。このような
地震を火山池域以外で発生する通常の地震と区別して、火山性地震と呼びます。

·臣七ぶl19-
溶岩流は、どろどろの溶岩（マグマ）が火0からあふれて流れ出しだものです。
普通は、速度が遅く、走って逃げることができます。

I■直姻扁t/J-
火山から墳出される火山灰や/JI石 ・ 岩塊などのことです。嗅火規模や上窒の風により、
遠くまで到達することもあります。

|l鵬吠罰＿-
火口から！費出されてあり、あるいは溶岩ド ーム等の崩壊により高温の火山灰 ・ 軽石・
岩塊 ・ 火山ガヌ等がまじりあって斜面を流れ下る現象です。温度は数百度、速度は時
速100km以上にも達しま空2

|”り角贔�二p_
火砕流本1本から分かれて流れ下る高速 ・ 高濡の砂南のような現象です。破壊力があり、
火砕流本体とともに大変危険な現象です。

I■蹟翫會9、目し、�
水蒸気爆発やマグマ水蒸気爆発などで吹き飛ばされだ岩石を含む、火0周囲に高速で広
が歪痙風です。破壊的で危険な現象です。

·"’f11商罐軍青司i,-l9-
火山泥流は、唄火によって火□付近の雪が解 1すだり、火口，胡が決壊しだりして発生しま
す。土石流は火山灰が斜面に推横した後に雨が降っだときに、雨水が地中にしみこみに
くくなり土石と泥水がまじりあって流れ下る現象です。

がる、火山ガスや水蒸気なとのことです。

岩石が融1すたもので、地下に存在するものをf旨します。地表に現れたものは一靡こ溶岩
と呼びます。
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